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柔軟なアイデンティティをつくる

๛੅ɹ·ͣ͸ɺίϩφՒΛ͖ ͔͚ͬʹ
ͷಇ͖ํ͸େ͖ͪͨ͘ࢲ มԽ͠·͠ ͨ
͕ɺͦΕ ΑʹΓʮ૊৫ͱݸਓʯͷؔ܎
ʹͲΜͳӨ͕ڹग़ͨͱߟ Β͑Ε͍ͯ·
͢ ʁ͔
फɹҎલ͸ɺձࣾʹॴଐ͢Δूஂࠤ
ͷҰһͱ͠ ͯࣗ෼ͷΞΠσϯςΟςΟΛ
੒͍ͯ͠ܗ ͷ͕͘౰ͨΓલͰͨ͠ɻͦ
Ε͕ɺͻͱͭͷूஂ͚ͩʹॴଐ͢Δͱ
Ͱ͸ͳ͡ײ͏͍ ͳͬͨ͘ɻҰݸਓͱ͠
ͯɺࣗ෼ͷΞΠσϯςΟςΟΛόϥϯε
ʹΑͬ ෼͚Δͱ͍͍࢖ͯ ϑ͏ϨΩγϏϦ
ςΟΛ΋ͭਓ͕૿͑ͨͱ͍ͯ͡ײ·͢ɻ
๛੅ɹͪͨࢲ͸ʮಇ͖ํΛ࠶ఆٛ͢
ΔʯΛ͛ܝɺQPJOU���NBSVOPVDIJΛ
Φʔϓϯͤ͞·͠ ͨɻ͜͜͸Φʔϓϯ

とよずみ　こうたろう◎point0 取締役副社長。ビ
ルシステムソリューション、大規模再開発プロジェ
クトやオリンピックプロジェクトの技術営業を担当。
現在は非住宅分野における「アップデート事業」を
社内外共創で実現することにも従事。2019年7月よ
り現職に就任。

豊澄幸太郎　
パナソニック エレクトリックワークス社

はせがわ　おさむ◎point0 取締役。オカムラで最
先端のオフィスづくりに携わり、シンガポール駐在
も経験。新しい働き方を実践するオフィスづくりに
数多く取り組み、現在はマーケティング部門の所長
としてプロダクトとサービスの融合を推進。2022年
6月より現職に就任。

長谷川修
オカムラ

さそう　くにたけ◎BIOTOPE CEO、Chief Strategic 
Designer。P&Gにてヒット商品のマーケティングや
ブランドマネージャーを務め、ヒューマンバリュー
を経て、ソニークリエイティブセンター全社の新規
事業創出プログラムの立ち上げなどに携わり、そ
の後、独立し、BIOTOPEを創業。

佐宗邦威　
BIOTOPE

今求められるイノベーティブな「場づくり」
「働き方を再定義する」を掲げ、走り続けてきたpoint 0。
その間、コロナ禍という予期せぬパンデミックが世界中を覆い尽くしたが、
その間も協創／共創活動を休めることなく、新しいニーズを見いだし、
それらを事業化・サービス化し世に出す「出口」を創出してきた。
働き方が変わり、働く場を選ぶことが当たり前になり、組織と個の関係はどう変化したのか。
そして、これからのイノベーションを生み出すためには何が必要になるのか。
企業のイノベーション活動を支援する戦略デザインファームBIOTOPEの
CEO佐宗邦威氏（以下、佐宗）をお招きして、point0の豊澄幸太郎氏（以下、豊澄）と
長谷川修氏（以下、長谷川）が鼎談を行った。

Special Talk 01

εϖʔε͕ॆ࣮͍ͯ͠ΔͷͰɺ͍ΖΜ
ͳۀछͷਓ͕ࣗવͱίϛϡχέʔγϣ
ϯΛऔΕΔ৔Ͱ͕ͨ͠ɺίϩφʹΑͬ
͍ͯͬͨΜ͸୭΋དྷͳ͘ ͳͬͨɻͱ͜ Ζ
͕ɺ͠͹Β͘ ͢ΔͱɺձࣾͰ͸ͳ͘ ͪ͜
ΒΛར༻͢Δਓ͕૿͑·͠ ͨɻ8&--
ೝূΛऔಘ͓ͯ͠Γɺ8FMM�CFJOHʹ
഑ྀۭͨؒͩͬͨ͠ ͱ͜΋ཁҼͩͱߟ
͍͑ͯ·͢ɻͦͷޙɺ΢Σϒձٞͷχ
ʔζͷ૿Ճʹ߹Θͤͯؒ࢓੾ΓΛ͠ ͨ
ΓɺࣨݸΛ૿΍ͨ͠Γ͢ΔͳͲɺ҆৺
ͯ͠ಇ͚ΔۭؒΛ૑ग़͠·͠ ͨɻ
௕୩઒ɹ΋͏ ͻͱͭɺ͜͜ ʹ͞ ·͟ ·ͳ
ͬ·ͷਓ͕ͨͪूۀا ͍ͯΔ ͱ͜΋ັ
ྗͩͱ͍ͯ͡ײ·͢ɻ͕ࢲQPJOU�ͷ
औక໾ʹब೚ͨ͠ͷ͸ɺࣄٸۓଶએ
ײͷਅͬͨͩதͰͨ͠ɻͦͷͳ͔Ͱݴ
ͨ͡ͷ͸ɺ΍Βͳ͚Ε͹͍͚ͳ͍՝୊

2020年12月、point 0 marunouchiが
日本のコワーキングスペースで初め
て、WELL v2 pilot ゴールドランクを
取得。その空間で過ごす人の「心身の
健康」という視点が取り入れられたグ
ローバル評価システムであるWELL
認証をpoint 0参画企業の異なる得意
分野、空気・空間、家具、照明における
ノウハウ・技術・商品を駆使すること
で取得した。そして23年、point 0では
WELL認証取得のためのコンサルテ
ィングサービスを開始した。

WELL認証 ゴールド取得

１.従業員の健康維持に貢献できる
２.従業員の満足度向上により
　優秀な人材確保につながる
３.企業の価値、信頼度向上に有効

WELL認証v2 取得のメリット
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NBSVOPVDIJʹ͸ɺଟ༷ͳਓʑ͕ಇ
͍͍ͯΔͷͰɺͦͷਓͨ ͱͪͷަྲྀΛ
௨ͯ͠ʮਂԽʯ΋ՄೳʹͳΔɻͭ·Γɺ
ʮ୳ࡧʯͱʮਂԽʯ͕ى Γ͜΍͍͢࢓
ֻ͚͕ͭ͘ ΒΕ͍ͯΔͱ͍ ͕ؾ͏ ·͢͠ɻ

主語を「I」にする積極的な仕掛け

௕୩઒ɹQPJOU��͸��ࣾͷίϛοςΟ
ʹΑͬ ͯӡӦ͞Ε͍ͯ·͢ɻଟ࠼ͳۀ
छͷίϛοςΟ͕ ʮಇ Λ͘࠶ఆٛ͢Δʯ
Λڞ௨ͷΩʔϫʔυʹɺଟ ͷ࣮͘ূ࣮
ɻ͢·͍ͯͬߦ૑ϓϩδΣΫτΛڞ΍ݧ
ͦ͏ फ͞ࠤಈΛ௨ͨ͠ަྲྀ͕ɺ׆ͨ͠
Μ͕͓ͬ͠ ΌΔʮ୳ࡧʯͱʮਂԽʯΛ
͜͠ى ΍͘͢͠ ͍ͯΔͷͰ ΐ͠͏ Ͷɻಛ

ʹʮਂԽʯͷ෦෼Ͱ͸ɺ໨త͕໌֬
Ͱશһ͕ಉ͡ํ͔͑޲ʹ޲ΔͷͰɺ
ҙ׵ަݟΛ͠ ͳ͕Βਂ۷ΓͰ Δ͖ڥ؀
͕ Γ͋·͢ɻ
΍Ζ͏ʹࡍफɹ৽͍͜͠ͱΛ࣮ࠤ ͱ͠
ͨͱ͖ ʹɺ্ʹʮ΍ΕʯͱݴΘΕΔ͔
Β΍Δͱ͍͏ ਓ͕͍ Β͘ू·ͬ ΋ͯجຊ
తʹ͸৽͍͠΋ͷ͸Ͱ ͳ͖͍ɻॏཁͳ
ͷ͸ओ͕ޠʮ*ʯͰ͋Δ͜ ͱɻʮࢲ͸͜
ΕΛ͠ ͍ͨʯͱ͍͏ձ࿩Ͱ࢝·Βͳ͍
ͱ೉͍͠ͱ͏ࢥΜͰ͢ΑͶɻ͔ͱ͍ͬ
ͯɺͻͱΓ͚ͩͰ͸Ͱ ͳ͖͍ɻ૬ิޓ
͏߹͠׬ ͱ͍͏ ͔ɺࣗ෼͕Ͱ ͳ͖͍ ͱ͜
ΛͰ Δ͖஥ؒΛ͚ͭݟΔͱલʹਐΊ΍
͢ ͳ͘Δɻ͓;ͨΓͷ࿩Λ͓ฉ͖͠ ͯ
͍Δͱɺݩʑɺҙ͕͋ࢤΔਓ͕ू·Γɺ
ʮ৽͍͠ಇ͖ํʯͱ͍͏ ௨߲Λ΋ͪڞ ɺ
ίϛϡχέʔγϣϯΛऔΓ΍͢ ૬͘ஊ͠
΍͍͢αʔυϓϨΠεʹͳ͍ͬͯΔɻ
ʮҙࢤʯͱʮେٛʯ͕͋Γɺʮίϛϡχ
έʔγϣϯʯΛऔΓ΍͍͕͢ڥ؀ॏͳ
ͬͨ ͱ͜ͰɺΦʔϓϯΠϊϕʔγϣϯ͕
͠΍͍͢৔ʹͳ͍ͬͯΔͷͩͱ͍ࢥ·
͢ɻҰൠతʹ͸ʮϦϏϯάϥϘʯͱݺ
ͼ·͕͢ɺ฻Β͠ ͳ͕Βͦͷ৔Λม͑
͍ͯ ͱ͍͘͏͜ ͱ͕ػೳ͍ͯ͠Δͷ͕
QPJOU��ͳΜͰ͢Ͷɻ
๛੅ɹʮ*ʯ͕ॏཁͩͱ͝ࢦఠ͍ͨͩ
͍ͨΑ͏ ʹɺࢲ΋Πϊϕʔγϣϯ͸ۀا
Ͱ͸ͳ͘ ʮਓʯ͕͢͜ى΋ͷͩͱ͑ߟ
͍ͯ·͢ɻ͜͜ Ͱ͸ҰਓͻͱΓ͕ۀا
ͷ؃൘Λഎෛ͍ͬͯΔΜͰ͕͢ɺࣗ

ʹରͯ͠ɺ໨తҙࣝͱιϦϡʔγϣϯΛ
΋ͬ ͍ͯΔਓ͕ू·͍ͬͯΔ͜ͱͷՁ
஋ɻʮ ΐͪͬ ͱ૬ஊ͍ͨ͠ʯͱ͑ݴ͹ɺ
୹͍ؒ࣌Ͱ౴͑·Ͱग़ͯ͘͠ ΕΔɻͦ
ͷεϐʔυ͕ײѹ౗తʹ଎͍ͷͰɺ
ࣗવͱ଍͕͍ͨ޲ΜͰ͢Ͷɻ
͸ʮ୳ʹ͢͜ىफɹΠϊϕʔγϣϯΛࠤ
ʯࡧʯͱʮਂԽʯ͕ඞཁͰ͢ɻʮ୳ࡧ
ͱ͍͏ҙຯͰ͸ɺίϩφ͕֦େ͍ͯ͠
Δظ࣌ʹ͸ਓʹձ͏͜ ͱ͕೉͍͠ঢ়گ
ʹͳΓɺηϨϯσΟϐςΟ͕ ੜ·Εʹ͘
͠·ͳΓʹڥ؀͍ ͨɻͨͩ͠ɺίϫʔ
ΩϯάεϖʔεΛར༻͢Δ ͱ͜Ͱɺ৽
͍͠ਓͨͪʹग़ձ͑ͯηϨϯσΟϐςΟ
���Γ΍͘͢ͳΔɻಛʹQPJOU͜ى͕

「探索」「深化」が生まれる仕掛け
「働くを再定義する」を共通のキーワードに、
これまで累計102件もの実証実験が行われ
てきた。これらの共創プロジェクトを通した
交流が、イノベーションを起こすために必要
な「探索」「深化」を起こすひとつのきっかけ
にもなっている。
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ΜʯͰ͸ͳ ʮ͘๛੅
͞ΜʯͱݺͿΘ͚Ͱ
͢ɻࠣࡉͳ͜ͱͰ͢
͕ɺ͜Ε΋ॴଐۀا
ॻ͖ͷݞͳ͘܎ؔʹ
ͳ͍ʮ*ʯʹͳΕΔ࢓
ֻ͚ͮ Γ͘Ͱ͢ɻ
๛੅ɹͦͷ΄͔ʹ΋
ίϛοςΟͷ޻৔ֶݟ
Λ͢ΔͳͲɺ૬ޓཧ
ղΛਂΊΔͨΊͷίϛ
ϡχέʔγϣϯͷ৔Λ
ઃ͚͍ͯ·͢ɻ
௕୩઒ɹͦ͏ ͍ͨ͘͠
ͭ΋ͷίϛϡχέʔγ
ϣϯ͕Ͱ Δ͖৔Λઃ͚
Δ͜ͱͰɺҟಈͰॳ
ΊͯQPJOU��ʹདྷͨ
ਓͰ΋ղ͚ࠐΊΔͱ
͍͏͔ɺ໨తΛڞ༗
Ͱ Δ͖Α͏ ʹͳΔΜͰ
͢ɻͰ͔͢Βɺ͔ͳ
Γͷ଎͍εϐʔυͰɺ
ʮ*ʯ͕͍ͭͷ·ʹ͔
ʮ8Fʯͱ͍͏ ҙࣝʹͳ͍ͬͯΔΜͰ͢ɻ

「We」をつくるゼロイチの創出

ίϫʔΩϯάεϖۙ࠷΋ࢲफɹ࣮͸ࠤ
ʔεʹڵຯΛ΋ͬ ͯར༻͍ͯ͠ΔͷͰ
͕͢ɺͦ Λ͜ར༻͢Δਓͨ ͱͪͷʮ8F
ʯ͸ͳ͔ͳ͔ग़͖ͯ·ͤΜɻͦͷײ
ʮ8Fײʯ͸Ͳ͏͠ ͯੜ·Εͯ͘ ΔͷͰ

෼͕ۀاΛͯͬ࢖Ͳ͏ ͍͏ ͱ͜Λ΍Γͨ
͍͔ͱ͍͏͜ ͱΛ໌֬ʹग़ͤΔਓ͕ू
·͍ͬͯͯɺͦ͏ ͍͏ਓ͕ܹͨͪࢗ͠
߹͍ͬͯΔɻͨͩɺ�೥ܦա͠ɺϦϏ
ϯάϥϘͱ͠ ͯͷػೳ͚ͩͰ͸ବ໨ͩ
ͳͱ͍͏ ͱ͕͜ग़͖ͯ ͍ͯ·͢ɻ
फɹͦΕ͸ͳͥͰ͢ࠤ ʁ͔
๛੅ɹਓࣄҟಈͷ໰୊Ͱ͢ɻࢀը͠
͍ͯΔͷ͕େۀا͹͔ΓͰ͔͢Βɺҟ
ಈͰਓ͕ସΘͬͯ͠·͏ ɻ����೥ɺ
֤ձ͔ࣾΒࢀը͍͍͍ͯͨͩͯͨ͠ϝ
ϯόʔ͕໿��໊΄Ͳ͍ͨͷͰ͕͢ɺ
͍·΋͍ͯͬ࢒Δͷ͸Θ͔ͣ��໊΄Ͳ
Ͱ͢ɻਓ͕ସΘΔͱڞ૑ϓϩδΣΫτ
ʹର͢Δ೤ྔ΋มΘΓਪਐεϐʔυ΋
มΘΓ·͢ɻͦ͜Ͱɺ͍·औΓ૊ΜͰ
͍Δͷ͕ίϛϡχςΟͮ Γ͘Ͱ͢ɻ
ຯΛ΋ͬڵɺۙ࠷फɹ๻΋ࠤ ͍ͯΔς
ʔϚ͕ʮίϛϡχςΟΛͭ Δֻ͚͘࢓ʯ
Λͭ Δ͘͜ ͱͳΜͰ͢ɻผͷݴ༿Ͱݴ
͑͹ʮձࣾͷΧϧνϟʔͮ Γ͘ʯʹͳ
ΔΜͰ͕͢ɺʮΧϧνϟʔ͸ࣗવʹͰ
Δ͖͔Β͍͍ΑͶʯͰ͸ͳ͘ ͯɺʮ͜͏
͍͏ ΧϧνϟʔΛੵۃతʹͭ͘ ͍ͬͯ͜
͏ʯͱ͍͏࢟੎͕͘͢͝େࣄʹͳͬͯ
͍Δͱ͍ͯ͡ײ·͢ɻ
௕୩઒ɹ͓ͬ͠ ΌΔ௨ΓͰ͢ɻQPJOU��
Ͱ΋͍ͭ͘ ΋ͷֻ͚࢓Λͭͬ͘ ͯɺίϛ
ϡχέʔγϣϯͷੑ׆ԽΛਤ͍ͬͯ·
͢ɻྫ͑͹ɺ೔ৗձ࿩ͷͳ͔Ͱ૬ख
ͷ໊ۀا͸͚ͭͣʹ໊લͷΈͰݺͿ
ͱ͍͏ϧʔϧɻʮύφιχοΫͷ๛੅͞

ΐ͠͏ ʁ͔
௕୩઒ɹQPJOU��ଆͰɺίϛοςΟۀا
֤ࣾͷ՝୊Λ؅ཧ͍ͯ͠·͢ɻ֤ࣾ
͕՝୊Λઃఆͯ͠ɺͦΕʹରͯ͠ڞ૑
ʹΑͬ ιͯϦϡʔγϣϯͷ͋ΓํΛ୳ͬ
͍ͯΔɻͦ͏ ͨ͠՝୊ΛQPJOU��͕؅ཧ
ͯ͠ɺظ೔Λઃ͚ͯਐḿঢ়گͳͲΛใ
Δͱ͍͏ϧʔϧΛઃ͚͍ͯ·͢ɻ͢ࠂ

「Living（生活空間）」と「Lab（実験場所）」を
組み合わせた造語。生活空間の近くに実験
場所を用意し、生活環境や暮らしのなかで、
新しいサービスや商品を生み出していく。
ヨーロッパを中心に世界中でリビングラボ
の活動が展開されてきたが、近年、日本にお
いても、行政や研究機関、企業が運営主体と
なったリビングラボが誕生しはじめ、オープ
ンイノベーションの拠点としても注目を集め
ている。

リビングラボ リビングラボのサイクル

まさにpoint 0 の
取り組みそのもの

さらに、point 0では、
人の入れ替わりに
対応するための
コミュニティづくりに
取り組んでいる

企画
ニーズ
探索

評価
改善

仮説
構築

検証
分析
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ݴ ͳ͏Β͹؇੍͍໿ͷ͋ΔձࣾͷΑ͏
ͳίϛϡχςΟͰ΋͋ ΔΘ͚Ͱ͢ɻ
ఆٛ͢࠶फɹͳΔ΄Ͳɻʮಇ͖ํΛࠤ
Δʯͱ͍͏QPJOU��಺Ͱͷڞ௨ͷΩʔ
ϫʔυ͕͋ͬͯɺͦ͜ʹ֤͕ࣾؔ࿈͢
Δ՝୊Λઃ͚ͯڞ૑͢Δͱ͍͏͜ ͱͰ
͢Ͷɻͦͷ৔߹ɺ͜͜Ͱಇ ϝ͘ϯόʔ
ͷํʑ͸�ͭͷ૊৫ʹॴଐ͢Δͱ͍͏

͜ͱʹͳΓ·͕͢ɺ
ͦͷόϥϯε͸Ͳͷ
Α͏ʹऔ͍ͬͯΔͷ
Ͱ ΐ͠͏ ʁ͔
๛੅ɹ֤ࣾͷઓུ
͕ೖΓ͗͢ΔͱΦʔ
ϓϯΠϊϕʔγϣϯʹ
ͳΒͳ͘ ͳΓ·͢ɻͦ
͜Ͱɺ֤͕ࣾۀا΋
͖ͬͯ ͨ΋ͷͰ͸ͳ͘ ɺ
QPJOU��Ͱग़ޱΛͭ
Δ͘ ͱ͜Λΰʔϧͱ͠
ͯɺΈΜͳͰ͑ߟΔ
ͱ͍ Χ͏λνʹม͑·
ͨ͠ɻ͜ΕʹΑͬͯɺ
QPJOU��ൃͷ͕ۀࣄ
͍ͭ͘ ΋ੜ·ΕΔΑ͏
ʹͳͬͨɻͭ·Γɺ
QPJOU��Ͱͨ͠ۀى
٬Λސ৽͍͕͠ۀࣄ
։୓͠ɺͦ͜ ʹίϛο
ςΟ֤͕ࣾͭ࣋੡඼
΍ιϦϡʔγϣϯΛఏ
Δͱ͍͏Χλν͢ڙ

Ͱ͢ɻͦͷ୅දతͳ͕ۀࣄ����೥�
݄ʹΦʔϓϯ༧ఆͷʮUFSNJOBM���
)"/&%"ʯͰ͢ɻ
௕୩઒ɹ͜͜ͱಉۭؒ͡ߏ੒ͱӡӦ
Λͯͬߦɺۭߓ൛ͷQPJOU��Λͭ Δ͘
ΜͰ͢ɻӡӦࣗମ͸೔ຊۭߓϏϧσ
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課題は当事者を巻き込んで解決する
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イノベーションを活性化させる
第3の選択肢として
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point 0が出口を用意、事業化されたサービ
スやソリューションが新たな顧客を開拓。そ
のサービスやソリューションには、コミッティ
各社の製品やサービスが活かされ、提供さ
れることになる。
2022年11月には、丹青社とオカムラの協業
で、コワーキングスペース事業者として初の
内装意匠登録を取得している。

❶ダクト接続式ストリーマ除菌によるキレイな空気を供給
❷調光可能な照明
❸バイオフィリア環境
❹顔認証解錠装置(タブレット)
❺自然環境音を使ったマスキング音
❻エルゴノミクスに配慮したチェア
❼抗菌・抗ウィルス機能付きデスク天板
❽ウェルネスに配慮した昇降デスク
［その他］顔認証プリンター、WiFi、コールセンター、共用部BGMなど

新事業で活かされる各社の技術

❺
❸

❼
❽

❶
point 0 satelliteにおける例
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写真から見る
Well-beingな仕掛け
point 0 marunouchiは日本のコワーキングオフィスとして初めて、
「WELL認証（WELL v2）」の予備認証を取得。
一日のうち多くの時間を過ごすオフィス環境で、身体的にも、精神的にも、
社会的にも満たされた状態で過ごすために。WELL認証の
加点ポイントとなっているソリューションの一部を紹介する。  

Well-being Solutions

02 03

04

01/ point 0 marunouchiはオフィス内に自然を取り
入れる「バイオフィリックデザイン」の考え方をもとに
デザインされている。草木の存在が空気質の向上に
つながるほか、照明や窓からの光も草木を通すため、
木漏れ日のように感じられる。
02/ シャワールームは開設当時から設置され、リフレ
ッシュのほか運動促進にもつながるため、ワーカーの
健康維持に貢献している。
03/ phone boothには吸音パネルとサウンドマスキン
グが設置され、通話やウェブ会議に快適な環境が用
意されている。個室になっているため周りの環境にも
気を取られることなく、安心して会議に臨める。
04/ セイコーエプソンの個室にある、写真がプリント
された吸音パネル。エプソンの印刷技術と大建工業
の商品を組み合わせることで製作された。景観を損ね
ることなく会議室の機能性を高めたいというニーズに
応えている。

2020年12月に日本
のコワーキングス
ペースで初となる
「WELL認証（WELL 
v2 pilot）」のゴー
ルドランクを取得。
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06

05

07

05/ TOAは業務に応じた最適な音空間を用意するた
め、サウンドゾーニングというソリューションを提供し
ている。植栽と一体にすることで、自然な演出が実現
されている。
06/ オカムラの電動昇降デスク。各企業の個室内の
ほか、個人契約者向けのデスクとして導入されている。
働く姿勢を変えることで「座りすぎ」による健康リスク
を回避するほか、集中力を向上させ、効率を向上させ
る効果があると考えられている。
07/ 改築により2022年4月に設置された低酸素ルーム。
ダイキン工業の酸素濃度を制御する技術を応用して
開発され、短時間で効果的な運動空間をつくり出した。
08/ point 0 marunouchi内に設置されているパナソ
ニックのサーカディアン照明。「サーカディアンリズム」
と呼ばれる約24時間周期の生体リズムと光の関係を
照明制御に応用し、LED照明の色温度や明るさなどを
制御することで、省エネも図っている。

08
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なかじま ゆうた◎日本空港ビルデング 事業開発
課。2012年日本空港ビル入社。14年から事業企画
課として、技術開発・活用/ラウンジ改装/デジタル
マップ制作/環境演出などに従事。23年8月現在、
terminal.0の構築を担当。

中島悠太　
日本空港ビルデング

いしはら たかひろ◎point0 代表取締役社長。国
内大手ERPベンチャーを経て、2013年にFintechベ
ンチャーを起業。17年にダイキン工業に入社し、
「CRESNECT」プロジェクトに従事。19年2月、
point0を設立し、同代表取締役に就任。

石原隆広　
ダイキン工業

すがなみ のりひろ◎point0 取締役副社長。2005
年丹青社入社。営業、経営企画統括を経験し、企画
開発センター企画部部長として、マーケティング活
動全般および、オープンイノベーションによる商品
開発等に従事。21年6月より現職。

菅波紀宏　
丹青社

人の心を動かす
空港をつくる。
「terminal.0 
HANEDA」、始動。
HANEDA INNOVATION CITY
 (羽田イノベーションシティ)に生まれる
「terminal.0 HANEDA（ターミナル・
ゼロ・ハネダ）」。
本プロジェクトが始動するに至った
ストーリーと、今後の展望に迫る。

Special
Talk 02

羽田みらい開発と大田区が官民連携
で開発する、「先端」と「文化」の２つを
コア産業とするまち。羽田空港に隣接
し、国内外への情報発信に優位な立
地を最大限に活かし、新たな体験や
価値を創造・発信する未来志向のま
ちづくりを推進する。

HANEDA INNOVATION CITY
羽田イノベーションシティ

所在地 ： HANEDA INNOVATION CITY 
(羽田イノベーションシティ) Ｃ棟２-３階
交通： 京浜急行電鉄・東京モノレール
「天空橋」駅 直結
開業日： 2024年（令和6年）1月30日（予定）
用途： 企業参画型コワーキングスペース

terminal.0 HANEDA
ターミナル・ゼロ・ハネダ

いけだ あつし◎日本空港ビルデング 事業開発課
副課長。2004年日本空港ビルデング入社。13年か
ら事業企画課として、羽田空港跡地案件などを担
当し、羽田イノベーションシティの計画に参画。羽
田空港では、オリンピックに合わせて開業した第２
ターミナルビルの国際線増築、改修工事にも従事。
23年8月現在、terminal.0の構築を担当。

池田篤　
日本空港ビルデング
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ͷࢀۀاըܕίϫʔΩϯάεϖʔε
Ͱ͋Δɻ
ʮUFSNJOBM���)"/&%"ʯͷӡӦ͸
೔ຊۭߓϏϧσϯά͕͏ߦ ͱ͜ʹ ͳΔ͕ɺ
ӡӦͷ Γ͋ํΛ͸͡Ίɺઃඋ໘ɺڠಇ
͢ΔύʔτφʔͷืूͳͲɺ ·͟͞ ·ͳ
໘ͰQPJOU��͕αϙʔτ͢ Δɻಉϓϩδ
ΣΫτʹ ͔͚Δ͍ࢥɺՌͨ͢΂͖໾ׂɺ
ͦ͠ Ϗߓͷల։ͳͲΛɺ೔ຊۭޙࠓͯ
ϧσϯάͷ஑ాಞࢯʢҎԼɺ஑ాʣɺ
தౡ༔ଠࢯʢҎԼɺதౡʣɺQPJOU�
ͷੴࢯ޿ོݪʢҎԼɺੴݪʣɺੁ೾
ͨͬ߹ΓޠʢҎԼɺੁ೾ʣ͕ࢯ޺ل ɻ

未来の空港をつくる

ʕʕ·ͣ͸ʮUFSNJOBM���)"/&%"ʯ
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ͬͯ͘ Δ৔Ͱ΋͋Γ
·͢ɻͭ·Γɺϫ
ΫϫΫ͠ Γͨ͢Δָ
͍͠৔Ͱ͋Γɺ҆
ṉ͢Δ৔Ͱ΋ͳ͚
Ε͹ͳΓ·ͤΜɻ
ͦΜͳΤϞʔγϣ
φϧͳࢪઃɺۭ
ؒɺͦͯ͠αʔϏ
ε͕ෆՄܽͩͱ͍
͠·Γࢸʹ͑ߟ͏
ͨɻ·ͨɺར༻͢
Δ͓٬༷͚ͩͰ͸

ͳ͘ ɺಇ ਓ͘ ΋ʹ༏͍ۭ͠ߓΛ໨͏ͦࢦ
ͱ͍͏ ͱ͜ʹͳΓ·͠ ͨɻ
஑ాɹ͜ͷΑ͏ ʹʮӋాۭߓͷະདྷʯ
Λ۩ݱԽɺ࣮͍ͨͯ͘͠ݱ ΊͷΠϊϕ
ʔγϣϯΛ͢͜ى৔ͱ͠ ͯɺ͍͍ͭࢥ
ͨͷ͕ίϫʔΩϯάػೳͰͨ͠ɻਓ
ͷ৺Λಈ͔ۭ͢ߓΛͭͬ͘ ͍ͯͨ͘ Ί
ʹ͸ɺ౰͚ࣾͩͰ͸ݶք͕͋Γɺ͜
Ε·Ͱͷۭؔߓ࿈༷ऀۀࣄΛ͸͡Ίɺ
ϝʔΧʔ͞ΜͳͲͱҰॹʹɺӋాۭ
ݧΔͨΊͷ࣮ূ࣮͢ݱͷະདྷΛ࣮ߓ
͕Ͱ Δ͖৔Λͭ Ζ͘͏ ͱ͍͏͜ ͱʹͳΓ
·͠ ͨɻ
ɹQPJOU��͞Μͱͷग़ձ͍͸ɺ͢Ͱʹ
)JDJUZͷҿ৯ళฮͳͲͰઃܭΛ୲ͬ
͍͍ͯͨͩͨ୮੨͔ࣾΒ͝঺հͯ͠
͍͍ͨͩͨͷ͕͖͔͚ͬͰͨ͠ɻ
QPJOU���NBSVOPVDIJΛ͍ͯͤ͞࡯ࢹ
͍ͨͩͨͱ͖ ɺۀاͷ֞ࠜΛ௒࣮͑ͯ
૑ʯʹऔΓ૊ΜͰ͍Δ͜ڞʮʹࡍ ͱΛ
໨ͷ౰ͨΓʹͯ͠ɺʮ͜͏ ͍͏औΓ૊Έ
͕౰ࣾ ΋ʹඞཁʂʯͱ͍͏ ͘͠ڧΛ͍ࢥ
·͠ ͨɻ·ͨɺੴࣾݪ௕ʹ͓ձ͍ͯ͠
QPJOU���NBSVOPVDIJΛઃཱͨ͠എ
ɺ΋ͷ͍࢕಺༰Λ͍ͯ͘͠ࢦ΍໨ܠ
͢͝ ͠·͠ײڞ͘ ͨɻ౰ॳɺײ Β͡Ε
ͨ՝୊Λղܾ͢ΔͨΊʹɺQPJOU���
NBSVOPVDIJΛ্ཱͪ͛ɺڞ૑ͷऔ
Γ૊ΈΛ࣮͠ݱɺ͍·΋ਪਐ͍ͯ͠Δ
ͱ͜ʹײ໏Λड͚ɺ౰ࣾ΋ίϫʔΩϯ

άεϖʔεۀࣄΛ΍͍ͬͯ͜͏ ͱ͍͏
ܾҙʹͭͳ͕Γ·͠ ͨɻ
ੁ೾ɹͦΕ͔ΒNBSVOPVDIJʹ͸Կ
౓΋଍ΛӡΜͰ͍ͨͩ ·͖͠ ͨͶɻ஑
ా͞Μ΍தౡ͞ΜͳͲݱ৔αΠυͷํ
͚ͩͰͳ͘ ɺ্࢘΍ܦӦ૚ͷํ ΋ʹݟ
͍ͯͨͩ ·͖͠ ͨɻ΍͸Γ࣮ͯݟʹࡍ
͍͍ͨͩͨ ͱ͕͜ɺཧղΛಘΔ ͱ͜ʹ
ͭͳ͕ͬͨͱ͍ࢥ·͢ɻ
஑ాɹ΍͸Γඦฉ͸Ұݟʹ͔ͣ͠Ͱɺ
ࣗʹࡍ΋NBSVOPVDIJΛ࣮࢘ͷ্ࢲ
෼ͷ໨ͰͯݟQPJOU��͞ΜͷϑΝϯʹ
ͳΓɺίϫʔΩϯάͷՄೳੑʹັͤΒ
Ε·͠ ͨɻܦӦਞ΋ɺݱ஍࡯ࢹΛ௨͠
ͯίϫʔΩϯάʹΑΔ͞ ·͟ ·ͳڞ૑ͷ
͋ΓํΛ஌ͬͨ ͱ͜Ͱɺͪͨࢲͷࣾ಺
ఏҊͨ͠ίϫʔΩϯάεϖʔεۀࣄ΍
։ൃͷඞཁੑ΋ཧղڀݚ΍ݧ࣮ূ࣮
͠ ΋ͯΒ Δ͑Α͏ ʹͳΓ·͠ ͨɻ

point 0が企画・運営をアドバイス

ʕʕͰ͸ɺ۩ମతʹʮUFSNJOBM���
)"/&%"ʯͷϓϩδΣΫτ͸ɺͲͷ
Α͏ ʹਐΜͰ͍ͬͨͷͰ ΐ͠͏ ʁ͔
தౡɹຊ݅ΛίϫʔΩϯάεϖʔε
քۀɺࡍΔ͑ߟͱ͍͏֯౓͔Βۀࣄ
Λษ͢ڧΔͨΊʹɺQPJOU��͞ΜΛ͸
͡Ί͍ͭ͘ ͔ͷίϫʔΩϯάऀۀࣄͷ
ํʹ͓ձ͍͠·͠ ͨɻͦ͜ͰޱΛἧ͑
ࣄఠ͞Εͨͷ͕ɺίϫʔΩϯάࢦͯ
͸ɺ౎৺ɾΦϑΟε֗΍ൟ՚֗ͳۀ
ͲͷΤϦΞͰ੒ཱ͢Δͱ͍͏͜ ͱͰ͠
ͨɻ)"/&%"� *//07"5*0/�
$*5:ͷ͋Δఱۭڮ͸ࡏݱ։ൃͷ్
্Ͱ͋ΓɺҰํͰӋాۭߓͷྡ઀஍
Ͱ͋Δ͜ͱ͸ɺຊ݅ΛਐΊΔ͏ ͑Ͱɺ
·ͣཹҙͨ͠ϙΠϯτͰ͢ɻ
஑ాɹۀࣄεΩʔϜ΋՝୊ͩͱͯͬࢥ
͍·͠ ͨɻςφϯτͱ͠ ͯ༠கΛ͓͜ͳ
͍ͬͯ ͷ͔͘ɺ΋͠ ͸͘ɺۀ຿ҕୗͳ
ͲͷՄೳੑ΋͋Δͷ͔ɻͲ Βͪʹͯ͠
΋ΞΫηε໘΍ੑۀࣄͷ՝୊͕ Γ͋ɺ
೰ΜͰ͍·͠ ͨɻQPJOU�� Μ͞ͱ΋૬ஊ

日本空港ビルデングにおい
て、企業間連携の枠組みで
「羽田空港の未来」について
の議論が開始
point 0と日本空港ビルデン
グの間での協議を開始。以
後、担当や経営層含めpoint 
0 marunouchiの訪問と協
議を重ねる
「羽田空港の未来」について
の議論を経て、「人のこころを
動かすために、空港が出来る
ことのすべて。」というコンセ
プトに加え、さまざまな角度
からの将来像を取りまとめた
point 0と日本空港ビルデング
の間での協議や検討を経て、
「羽田空港の未来」とpoint 0と
の取り組みがひとつのプロジ
ェクトに統合。HANEDA 
INNOVATION CITYでの施設
開設を軸に計画概要の策定
が始まる
プロジェクト名がterminal.0 
HANEDAに決定。point 0が
サポートを行い、事業詳細
計画策定やコワーキングス
ペース設計等の本格的な作
業に着手
terminal.0 HANEDA参画企
業募集の説明会を開催。132
社211人が参加
HANEDA INNOVAT ION 
CITYにおいて、terminal.0 
HANEDA着工
運営開始予定

2021年5月

2021年6月

2022年5月

2022年7月

2023年4月

2023年7月

2023年9月

2024年1月

TIME LINE
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ΐ͏ ʁ͔
ੴݪɹ·ͣܭۀࣄըॻ࡞੒ͷΞυό
Πε͔Β࢝·Γɺࢀըۀاͷืूํ
๏ɺίϫʔΩϯάεϖʔεͷۭؒͮ͘
Γɺͦ͠ ͯΦʔϓϯޙʹ͸ӡӦʹؔ͢
Δ͞ ·͟ ·ͳΞυόΠεΛ͍ͯ͘͜͠ ͱ
ʹͳΓ·͢ɻͪͨࢲ͸�೥ؒͷ׆ಈ�
ͷͳ͔ͰτϥΠΞϯυΤϥʔΛ܁Γฦ͠
ͳ͕Βଟ͘ͷ͜ͱΛֶΜͰ͖·͠ ͨɻ
ͦͷ ͱ͜Λ೔ຊۭߓϏϧσϯά͞Μʹ
఻त͢Δ͜ ͱͰޮ཰తͳӡӦ͕Ͱ Δ͖
Α͏ ʹαϙʔτ͠ ͍ͨͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ
ੁ೾ɹ࣌ݱ఺Ͱ࠷΋ॏཁͳ͜ͱ͸ࢀ
ըۀاબͼͰ͢ɻಉ͡໨తΛڞ༗Ͱ
Δ͖஥ؒΛूΊΔͨΊʹɺ�݄�೔ʹ
ୈ�ճ໨ͷઆ໌ձ͕։͞࠵Ε·͠ ͕ͨɺ
૑ͷ͋ڞͷޙࠓ੒Ͱɺߏͷۀاըࢀ
Γํ΍೤ྔ͕ܾ·Δͱ͍ͬͯ΋େ͛͞
Ͱ͸ͳ͍ͱ͍ࢥ·͢ɻ
ੴݪɹࢀըϝϯόʔ͕͍͔ʹॏཁͳ
ͷ͔͸ɺ͜Ε·ͰͷQPJOU��ͷ׆ಈͰ
ମͯ͠ݧ ·͖͠ ͨɻྫ͑͹ɺϦεΫ໘
͹͔ΓΛͯ͑ߟωΨςΟϒͳൃ͕ݴଟ
͍ਓ΍ɺࣔࢦΛ΋Β͑͹త֬ʹಈ͚Δ
͕ࣗൃతʹ͸ಈ͔ͳ͍ਓͳͲ͕͍Δͱɺ
ϓϩδΣΫτࣗମ͕ ·͏͘ ͍͔ͳ͘ ͳΔ
͜ͱ͕ى Γ͜·͢ɻͭ·Γɺ͓͍ޓͷ
஌ݟ΍ڧΈΛدͪ࣋ΓɺΞΠσΞͷछ
ΛҭΈ੒௕͍ͤͯ͞ ͱ͍͘͏ʮڞ૑ͷ
ҙࣝʯ͕ڞ༗͞ΕͨɺશϝϯόʔͷΤ

ϯήʔδϝϯτ͕
ঢ়ଶΛ͍ͭߴ Δ͘
ͱ͕͜੒ޭͷඞਢ
ཁૉͳͷͰ͢ɻ
஑ాɹڞ૑Λਐ
ΊΔ͜ͱͷ೉͠͞
΍՝୊ɺͦ͠ ͯԿ
ΑΓࢀը͍ͨͩ͘
ࢥըϝϯόʔͷࢀ
͍΍ҙ͍͕ͪࢥ
͹Μॏཁͩͱ͍͏
͜ͱ͸ɺੴ͞ݪΜ
΍ੁ೾͞Μ͔ΒԿ

͠ɺԿ౓΋આ໌Λฉ͍͍ͯ͘͏ ͪʹɺ
ճͷϓϩδΣΫτ͸౰͕ࣾࣗΒ΍ͬࠓ
͍ͯ ΂͘ Ͱ͖ Γ͋ɺ౰͕ࣾओಋͰ௅ઓ
͢΂ ϓ͖ϩδΣΫτͰ͋Δͱܾҙ͠·͠
ͨɻʮະདྷͷۭͮߓ Γ͘Λ͍ͯ͛ܝΔ
౰͕ࣾத৺ʹͳͬͯɺ࢓૊Έ΍ӡӦ
Λߏங͍ͯ͘͜͠ ͱ͕ϕετͩ Ζ͏ ʯͱ
͍͏ ܾஅʹࢸΓ·͠ ͨɻ
ੴݪɹQPJOU��ͱ͠ ͯ͸اըɾӡӦͳ
ͲͷΞυόΠβʔͱ͍͏ Ͱύʔτφʔܗ
γοϓΛ૊Ήͱ͍ ε͏ΩʔϜʹͳΓ·͠
ͨɻʮUFSNJOBM��ɹ)"/&%"ʯͷΞ
υόϯςʔδ͸ɺग़ޱઓུ͕໌֬Ͱ͋
Δ͜ ͱɻۭߓͷ͙ۙ͢ ͷ͘ίϫʔΩϯά
εϖʔεͰͨ͠ূݕ΋ͷΛɺ࣮ࡍʹۭ
ͷӡӦΛ୲ߓ ೔͏ຊۭߓϏϧσϯάΛ
௨ͯࣾ͡ձ࣮૷Ͱ Δ͖Մೳੑ͕ Γ͋ɺ
ͦͷՄೳੑ͕ඇৗʹ͍ߴɻ͜Ε͸ࢀ
ը͢Δۀاʹͱͬ ͯ͸େ ͳ͖ັྗͰ͢ɻ
͜Ε·Ͱͪͨࢲ͸࣮ূ࣮ݧͷޙɺࣄ
ग़͢ݟΛޱԽͱ͍͏ग़ۀ ͱ͜ʹۤ࿑͠
͖ͯ ͨͷͰɺͦ ͷ఺Λ࠷େ͔ͤ׆ʹݶ
ΔίϫʔΩϯάεϖʔεͱ͠ ͯɺۀا
ʹΞϐʔϧ͍ͯ͘͠ ͱ͕͜ॏཁͰ͢ɻ

成功の鍵を握る参画企業選び

ʕʕʮUFSNJOBM���)"/&%"ʯʹ͓
͚ΔQPJOU��͸ΞυόΠβʔͱ͍͏ ໾ׂ
Λ୲ ͱ͏͍͏͜ ͱͰ͕͢ɺ۩ମతʹ͸
ͲͷΑ͏ ͳۀ຿Λ͜͏ߦ ͱʹͳΔͷͰ͠

౓΋ॿ͍ͩͨݴ ·͖͠ ͨɻ·ͨɺࢀը
ʯ͍ࢥͷʮͪͨࢲͷืूͰ͸ɺۀا
Λ఻ Δ͑େ੾ ΋͞͝ ఠ͍ͯͨͩ͠ࢦ ·͖
ͨ͠ɻͭ·ΓະདྷͷӋాۭߓΛͭ Δ͘
ͱ͍͏ͪͨࢲͷ೤ྔΛ఻͑ɺͦΕʹڞ
ͯ͘͠ײ ͩ Δ͕͞ۀاɺl஥ؒz ͱ͠ ͯ
ू͏͜ ͱʹͭͳ͕Δͱ͍͏͜ ͱ΋ͯ͑ڭ
͍ͨͩ ·͖͠ ͨɻ
தౡɹઆ໌ձͰ͸ଟ ͷ͘ۀاͷํʹ
૑ʯڞՃ͍͖ͯͨͩ͠·͕ͨ͠ɺʮࢀ
ʹର͢Δ࢟੎Λ஌ΔͨΊʹɺၟӽͳ͕
ΒʮUFSNJOBM���)"/&%"ʯͰ௅ઓ
͍ͨ͠ ͱ͜ΛϨϙʔτ͠ ͍ͯͨͩ ͱ͍͘
͏॓୊΋ग़͍ͤͯͨͩ͞ ·͖͠ ͨɻ
ੴݪɹڞ૑Λ໨తͱ͠ ͨίϫʔΩϯά
͸ɺ୯ʹςφϯτʹ ೖ͍ͬͯͨͩ͘ࣄ
ͱ͸ҟͳΓɺಉ͡໨ઢ΍೤ྔΛ΋ͭۀ
ͱ͕͜େ੾Ͱ͔͢ΒɺϨϙʔτ͸͍͍
ɻ͢·͍ࢥΈͩͱࢼ

全国に仲間を増やすきっかけにしたい

ʕʕͰ͸ɺʮUFSNJOBM���)"/&%"ʯ
Ͱ͸ɺ۩ମతʹͲͷΑ͏ ಈͯ͠׆ʹ
͍͘༧ఆͳͷ͔Λ͚͍ͩͨͯ͑ڭ·
͔͢ʁ
தౡɹӋాۭ͕ߓ໨͢ࢦʮਓͷ͜͜
ΖΛಈ͔ͨ͢Ίʹɺۭ͕ߓग़དྷΔ͜ ͱ
ͷ͢΂ͯɻʯΛ࣮͢ݱΔͨΊʹɺ�ͭ
ͷΞϓϩʔνΛ͍ͯ͑ߟ·͢ɻͦΕ͕
ʮշదੑʯʮརศੑʯʮػೳɾޮ ཰্޲ʯ
ʮੑײʯͰ͢ɻͦͷͨΊʹଟ༷ͳϞϏ
ϦςΟγεςϜͷ׆༻΍ɺϩϘοτٕ ज़
Λ༻͍ͨखՙ෺༬͔ΓॴͷӡӦɺ·
ͨɺ͔͔͕ؒ࣌Βͳ͍ϊϯετοϓܕ
ͷอ҆ࠪݕͳͲΛ։ൃ͍ͨ͠ͱͯ͑ߟ
͍·͢ɻͳ͔Ͱ΋஫ྗ͍ͨ͠ͱͯ͑ߟ
͍Δͷ͕ɺετϨεϑϦʔͷอ҆ࠪݕ
ͷ͋ΓํͰ͢ɻࠞ͢ࡶΔอ҆ࠪݕ͸ɺ
ར༻͢Δํʹͱͬ ΋ͯɺಇ͘ै ʹһۀ
ͱͬ ΋ͯෛ୲ʹͳ͍ͬͯΔͷͰɺେ͖͘
վળͰ Δ͖ٕज़΍γεςϜΛ։ൃͨ͠
͍Ͱ͢Ͷɻಉ༷ʹɺอ͔҆ࠪݕΒ౥
৐ޱ·Ͱಈ͘าಓͰҠಈͰ Δ͖Α͏ ʹ
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ͳ͍ͬͯ·͕͢ɺ͜ͷγεςϜ͸๲େ
ͳίετ͕ ͔͔ΔͷͰɺՙ෺͝ͱ؆୯
ʹӡ΂ΔࣗಈӡసंҜࢠͷ։ൃͳͲ
΋ࢹ໺ʹೖΕ͍ͯ·͢ɻͦͷͨΊʹࠓ
ճ͸ɺ৘ใγεςϜ͔ΒӉ஦ؔ࿈·
Ͱଟ࠼ͳۀछͷۀاʹ੠Λ͔͚ͤ͞
͍ͯͨͩ ·͖͠ ͨɻ
஑ాɹதౡ͕આ໌ͨ͠Α͏ ͳෳ਺ͷς
ʔϚʹ͍࣮ͭͯূ࣮ݧΛ͠ ͍ͯ͘͜ ͱ
Λ૝ఆ͍ͯ͠·͢ɻ౰͕ࣾओମʹͳͬ
ͯ։ൃςʔϚ͝ͱͷϫʔΩϯάνʔϜ
Λܗ੒͠ɺࢀըۀاಉ࢜ͷ৘ใަ׵
΍ަྲྀΛଅ͢໾ׂΛՌͨ͠·͢ɻ౰
વɺͦͷ׆ಈͷͳ͔Ͱۭߓͷ՝୊΍
χʔζΛڞ༗ͨ͠ΓɺʮUFSNJOBM���
)"/&%"ʯͷӡӦʹؔ͢ΔձٞΛ։
͠࠵ Γͨɺڞ૑Λଅ͢ΠϕϯτͳͲΛ։
͍ͯ͠࠵ ·͖͢ɻ͜͏ ͨ͠ӡӦΛεϜʔ
ζʹ͢Δͨ ΊʹɺӡӦͷΈͳΒͣ؅ཧ
͔ΒӡӦɺকདྷܭը·Ͱɺ ·͟͞ ·ͳ
఺ͰΞυόΠεΛ͍ͨͩ͘ࢹ ༧ఆͰ͢ɻ
ੴݪɹྫ͑͹ɺίϫʔΩϯάͷӡӦͰ

Ұ൪೉͍͠ͷ͸ࢀըϝϯόʔͷϞν
ϕʔγϣϯҡ࣋ɺ্޲Ͱ͢ɻࢀՃͯ͠
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terminal.0 HANEDA 完成予想図
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人のこころを動かすために、空港が出来ることのすべて。

・ 保安検査場（セキュリティ）
・ 先端技術（ロボット）
・ 空間デザイン（木質活用）
・ 装飾デザイン（アート活用）

・ ラウンジ（リラックス効果、機能）
・ 空調、照明、音響（設備関連）
・ 未来航空関連
   （空飛ぶ車、宇宙関連）

研究開発項目の一例

参画想定企業 メーカー／IT／ベンチャー／スタートアップ／ヘルスケア 
 空間デザイン／建設／地方空港／二次交通／宇宙団体 等

羽田みらい開発
東京都大田区羽田空港一丁目1番4号
京浜急行電鉄・東京モノレール「天空
橋駅」 直結

事業主体：
所在地　：
交　通　：

HANEDA INNOVATION 
CITYについて
羽田みらい開発と大田区が官民連携で
開発する、「先端」と「文化」の２つをコア
産業とするまち。羽田空港に隣接し、国内
外への情報発信に優位な立地を最大限
に活かし、新たな体験や価値を創造・発
信する未来志向のまちづくりを推進する。

terminal.0 HANEDA（ターミナル・ゼロ・ハネダ）は、HANEDA 
INNOVATION CITY（羽田イノベーションシティ）内に誕生する
（2024年1月30日予定）。
価値観、テクノロジーが変化するなかでも、「人間の心・感情・
感性：刺激や情報を受け取り感じ取る能力は変わらずに存在
し続ける」 「心が豊かになることは永続的に価値のあること」と
いう考えのもと、周囲への配慮と共生、共感や感動、想像力、
表現力、固定概念からの解放、愛情表現を通じて、来訪者が羽
田空港で感じる気持ちや、心に響くような“ワクワク感”、“暖か
さ”、“笑顔”、“やさしさ”といった、もっとも大切な部分を追求し、
研究・開発に取り組んでいく。

既存機能の向上については、保安検査場のストレス軽減、先端ロ
ボットの活用等に取り組む。また、未来の可能性を追求し、空飛ぶ
車の利活用や、我が国の宇宙産業等がより進展し移動の概念が
変化した時代のターミナル機能の可能性等を研究し開発する。
研究にあたっては、企業間連携の活性化を促すため、参画企
業が日常的に利用できるコワーキング機能を整備し、各企業
のノウハウや技術を活かして、共に研究し開発していく場とし
ていく。また、研究開発する場所として、「検証（テストフィール
ド）」と、「発表（プレゼンテーション）」の場を備え、世界中の空
港への導入を目指し取り組んでいく。

やすらぎ/心地よさ
感性機能性

効率性利便性快適性

空港の課題解決に異業種連携で取り組む 既存機能の向上と、未来の可能性を追求

無機質で開放感のない内装　→ 不安感につながる
混雑による行列　　　　　　→ 怒り、焦り、疲労につながる
ムラのある温熱環境　　　　→ 不快感を感じる
わかりにくい検査手順　　　→ 不安や混乱を生じる

現状の課題と、利用者の感情

開放感や明るさを感じる内装（明るさを考慮した天井・照明）
心地よさを感じる音や室温、香り、風（森林の香り、音、やわらかい風）
わかりやすい検査手順等の情報掲出

「香り、音、光、温度」を改善、演出

このようなストレスを軽減
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「共創の場づくり」の先駆者として。
新事業point 0 Innovation Loungeが
切り開く日本の未来
point 0が活動を続けるなかで蓄積してきた独自の知見を
惜しみなく提供するという新事業point 0 Innovation Lounge。
いったいどのようなサービスで、どんな世界を目指すのだろうか。

point 0の経験がイノベーションラウンジそのもの

イノベーションラウンジがビルの付加価値向上を実現できるワケ

point 0 Innovation Lounge 全国にイノベーション拠点施設を

ɹઃཱҎདྷɺʮຊؾͷڞؒۀا૑ʯ
Λ࣮ફ͖ͯͨ͠QPJOU��͸ɺ�೥ؒͷ
Ռ׶ͳνϟϨϯδͷ݁Ռɺෳ਺ͷࣄ
ͱ͠ۀ ͯͷ lग़ޱz Λ͖͍ͨͯͩ͠ݟɻ
ྫ͑͹ɺ����೥ʹελʔτ͠ ͨQPJOU�
��TBUFMMJUFΛ͸͡Ίɺ8FMM�CFJOHͷ
ਪਐ΍8&--ೝূऔಘίϯαϧςΟ
ϯάαʔϏεͳͲ͸ɺշదʹಇͨ͘ Ί
ͷۭؒͮ Γ͘Λ͠ূݕଓ͚͖͔ͯͨΒ
ͦ͜ੜΈग़ͤͨαʔϏεͱ͍ Δ͑ɻ
ɹͦ͠ ͯɺ৽ͨʹ����೥ळʹൃද͞
Εͨͷ ʮ͕QPJOU���*OOPWBUJPO�-PVOHFʯ
ͩɻ͜ͷ৽ۀࣄʹ͸;ͨͭͷϝχϡʔ
͕͋Δɻ
ɹͻͱͭ͸ʮΠϊϕʔγϣϯਪਐࢪઃ
αʔϏεʯͰ͋ΔɻಉαʔϏε͸͚޲
৽ۀࣄن΍3ˍ%ΛΦʔϓϯΠϊϕʔ
γϣϯͰਪਐ͢Δࢪઃͮ Γ͘Λݕ౼͠
͍ͯΔऀۀࣄʹରͯ͠ɺاըӡӦΛ
αϙʔτ͢ Δͱ͍͏ ΋ͷͩɻ
ʮQPJOU��͕�೥ؒɺޡࡨߦࢼΛ܁Γ
ฦͯ͠ಘΒΕͨ ·͟͞ ·ͳ஌ݟΛ͔׆
ͯ͠ɺ͓٬͞·ͷࢪઃͰΦʔϓϯΠϊ
ϕʔγϣϯΛਪਐͤ͞ΔͨΊͷαʔϏ
εͱ͠ ͯల։͠·͢ɻշదʹಇͨ͘ Ί
ͷۭؒͮ Γ͘Λ໨ݧ࣮ূ࣮ͨ͠ࢦͷ

働き方改革やハイブリッドワークの定着で
オフィスのダウンサイジングが
進行している

必要な機能のみに
絞り込んだ
オフィスが
増加傾向にある

ビル共用部に質の高い魅力的なラウンジを設置、
入居テナントが自社オフィスに
もたない機能を補完する

来客エリア/会議室/集中エリア/交流エリアが慢性的に不足する

コラボレーションを
誘発する
Well-beingな環境

イノベーション
創出に向けた
運営と企画

運営と場を
システムでつなげる

異業種の人たちが自然と交流し、
新たな価値を生み出し続けることができる場

企画運営 場づくり

システム
point 0が考える
イノベーションラウンジは、
ビルや施設の付加価値
向上が期待できる

すがなみ のりひろ◎point0 取締
役副社長。2005年丹青社入社。営
業、経営企画統括を経験し、企画開
発センター企画部部長として、マー
ケティング活動全般および、オープ
ンイノベーションによる商品開発等
に従事。21年6月より現職。

菅波紀宏　丹青社
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ͨҰ࿈ͷاըӡӦϊ΢ϋ΢Λఏ͠ڙ
͍ͯ ɻ͘
ɹ͍··͞ ʹʮQPJOU��� *OOPWBUJPO�
-PVOHFʯͷୈ�߸ͱ͠ ಈ͍ͯ࢝ͯ͠
Δͷ͕ɺ����೥�݄ʹ։ઃ༧ఆͷ೔
ຊۭߓϏϧσϯάͷʮUFSNJOBM���
)"/&%"ʯͩɻಉϓϩδΣΫτΛൽ
੾ΓʹΦʔϓϯΠϊϕʔγϣϯͷڌ఺
Λશࠃͷ੓ྩࢦఆ౎͛޿ʹࢢɺ೔ຊ
ͷΦʔϓϯΠϊϕʔγϣϯਪਐͷͨΊ
͍ͯ͠ݙߩʹ ɻ͘

交流を生み、
オフィスビルの価値を上げる
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ΑΓɺग़ࣾͱࡏ୐Λ༥߹ͤͨ͞ϋΠϒ
Ϧουͳಇ͖ํ͕ఆண͢Δͳ͔ɺΦϑ
Οεͷμ΢ϯαΠδϯά͕ਐ͍ͯ͠ߦ
ΔɻඞཁͳػೳͷΈʹߜΓࠐΜͩΦ
ϑΟε͕૿Ճ޲܏ʹ͋Γɺདྷ٬ΤϦ
Ξͷॖখɺձٞࣨ΍ަྲྀΤϦΞͷຫ
ੑతͳෆ଍ͱ͍͏՝୊Λ๊͍͑ͯΔɻ
ͦ͜ͰɺϏϧڞ༻෦ʹϏδωεαϙ
ʔτࢪઃͱ͠ ࣭ͯͷ͍ߴΠϊϕʔγϣ
ϯϥ΢ϯδΛઃஔ͢Δ ͱ͜Ͱɺೖډς
φϯτ͕ࣗࣾΦϑΟεʹ΋ͨͳ͍ػೳ

Λิ͢׬Δ ͱ͕͜Ͱ Δ͖ɻ
ʮ࣭ͷ͍ߴΠϊϕʔγϣϯϥ΢ϯδΛ
ઃஔ͢Ε͹ɺςφϯτؒۀاͷަྲྀ
͕ଅਐ͞ΕΔ͜ͱʹͳΓ·͢ɻ౰વɺ
QPJOU� �Ͱ͸ۭؒͷఏ͚ͩڙͰͳ ɺ͘
ަྲྀͷͨΊͷΠϕϯτاը΍ӡӦʹ
ର͢Δϊ΢ϋ΢΋஝ੵ͞Ε͍ͯ·͢ͷ
Ͱɺͦ͏ ͨ͠ιϑτ΋߹Θͤͯσϕϩ
ούʔʹఏ͠ڙ·͢ɻ͜ͷαʔϏε
Λ௨ͯ͠ΦϑΟεϏϧͦͷ΋ͷͷՁ஋
Λ্ͤ͞޲ɺσϕϩούʔͷۀࣄΛ
ʯ͢·͍ͯ͑ߟԉ͍͖͍ͯͨ͠ͱࢧ
ʢੁ೾ʣ
ɹ͔͠΋QPJOU���NBSVOPVDIJ͸ɺ
8&--�W��QJ MPUΰʔϧυϥϯΫΛ೔
ຊͷίϫʔΩϯάεϖʔεͰ͸ॳΊ
ͯऔಘͨ͠ɻར༻ऀ͕݈߁Ͱշదʹ
ಇ͚Δͮڥ؀ Γ͘ͷ஌͕ݟ஝ੵ͞Ε
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ͷ͍ߴΠϊϕʔγϣϯϥ΢ϯδΛͭ͘
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Ͱ͸ɺͦΜͳੈք؍Λඳ͖ͳ͕Βɺ
σϕϩούʔͱͷ࿈ܞ΋ޙࠓ Β͞ʹਂ
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Co-Creation Value 
with point 0

Case 1 Case 2 Case 3

行政・自治体から要望される「に
ぎわい施設」「集客施設」としての
活用で 開発要件をクリアしながら、
オフィステナントへのサービスとし
て展開する。

手探りになりがちで見通しが立て
にくい協創/共創について、point 
0自身の4年以上の継続実績をも
とにして仕組みづくりや運用を支
援する。

稼働率の低下やダウンサイジングに
対する付加価値として、テナント側で
不足しがちな機能(会議室、ウェブ会
議ブース、来客エリア)を補完し、テ
ナントのつなぎ止めや獲得によって、
オフィスビル全体の価値を上げる。

魅力ある共用施設の設置によ
って、不動産としての価値向上
から、 大企業同士のイノベーシ
ョン創出支援まで、幅広いニー
ズに対応する。

新築大型開発、
再開発案件など

イノベーション創出施設、 
自社ビルなど

既存オフィスビルなど
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共創活動のその先へ。
事業化に向けた舵取りを

point 0 はスタート以来、参画企業に
よってワーキンググループが編成され、
共創活動を行ってきた。昨年は創造、
健康、効率、データ、デザインと５つ
のグループがあったが、これを2023
年4月、ウェルネス、イノベーション、
エンゲージメントの３つに再編したのだ。
point0の取締役であり、ウェルネスワ
ーキンググループのリーダーを務める
長谷川修（以下、長谷川）はこの理
由を「point 0 自体が共創活動を事
業化していくという方向性に舵を切っ
たことが大きい」と指摘する。
「事業化に貢献するためには、お客
さまの要望に対してアイデアや座組、
フレームワークを再現性高くダイレクト
に提案できることが大切です。データ
や創造など、これまでのワーキンググ
ループは、目指す事業内容に対して
は1対1になっていなかった。再編成
によって、役割を明確にわかりやすく
していこうというのが狙いです。
　ウェルネス、イノベーション、エンゲー
ジメントの3つは、おそらくどの企業の経
営課題でもあると思います。また、人的
資本開示が有価証券報告書への記載
義務にもなりました。経営者にとっては、
社員満足度を上げる、つまりウェルな環
境をつくる必要が出てきた。さらに会社
が生き残っていくためには、イノベーショ
ンをもう1回ドライブしなければならない。
そのためには、社員のエンゲージメント
を高める必要もあるということですね」

　さらにpoint 0というコミッティの“宿
命”も、再編の理由のひとつだと続け
る。所属企業の人事異動でpoint 0 
への参画メンバーが変わり、ワーキン
ググループへの出席が減ることで、活
動がしぼんでしまうケースがあるという

課題が浮かび上がっていた。
「さまざまな人のリソースを使う以上、
事業化に直結していることがコミッティ
企業にとってみえないと参画しにくくな
る」（長谷川）
　事業に近い位置にグループを置くこ
とで、コミッティ企業の参加を促すの
も狙いのひとつだ。
　また、今回の再編では、従来は決
めていなかった活動期間を半年に区切
った。取締役であり、エンゲージメント
グループのリーダーを兼務する田中洋平
（以下、田中）はその意図をこう話す。
「リーダーやメンバーが入れ替わった
りしながら長く活動していると、元々何
を目指していて、いま何をやっている
のかがわからなくなってしまう。当初
10名くらいでスタートしたワーキンググ
ループが、最後は2～3名くらいにな
ってしまっていることもありました。そ
こで、半年を節目として、事業化の目
的や狙いを確認しながら、活動の方
向性を調整していくスタイルにしました。
半期が終わったら辞めてもいいし、続
けてもいいというように」

再編され、活動を始めた
新生ワーキンググループの“現在地”

　現在、ウェルネス、イノベーション、
エンゲージメントの各ワーキンググルー
プはそれぞれ、事業化を見据えた活
動を展開している。長谷川が率いるウ
ェルネスワーキンググループが目指す
のは、point 0の新規事業のひとつで
あるWELL認証のコンサルティングサ
ービスにダイレクトにつながる新たなサ
ービスやプロダクトの開発だ。
「前身となる健康ワーキンググループ
では、主に“心”をメインに活動してい
ましたが、ウェルネスワーキンググルー
プでは、コミッティ企業がもっている知
見や、すでに自分たちがもっているサ
ービスとプロダクトなどWELL認証取

節目を迎えた
point 0に呼応。
ワーキンググループ
再編成の狙い
働き方の再定義を掲げ5年目を迎えたpoint 0。
昨年度まであった５つのワーキンググループを、
今年は3つに再編成した。再編成の意図とは、
そしてその先に見据えるものは何か。
各ワーキンググループのリーダーたちに聞いた。

Working
Group

はせがわ　おさむ◎point0 取締役。
オカムラで最先端のオフィスづくり
に携わり、シンガポール駐在も経
験。新しい働き方を実践するオフィ
スづくりに数多く取り組み、現在は
マーケティング部門の所長として
プロダクトとサービスの融合を推
進。2022年6月より現職に就任。

長谷川修　オカムラ

たなか　ようへい◎point0 取締役。
大手金融機関を経て、日本たばこ
産業（JT）に入社。現在は「事業を
通じた地域課題解決」という新た
な領域にトライし、さまざまな自治
体と協働プロジェクトを進める。
2021年4月にpoint 0参画、22年6
月より現職に就任。

田中洋平　JT

おかざわ　みつお◎2014年ソニー
ネットワークコミュニケーションズ
入社。ダイレクトマーケティング、
CRM領域を経験した後、複数の
IoTサービスの事業立ち上げに携
わる。現在はイントレプレナーとし
て、B2B領域のSaaS事業の立ち上
げに奔走中。

岡澤光央　
ソニーネットワーク
コミュニケーションズ

付けるつもりです。point 0の発足か
ら4年がたち、これまでのオープンイノ
ベーションで得られた経験値、知見の
仕組み化に、少し近づけていくような
形で運営をしています」
　コロナ禍を経て、多くの企業で社
員のエンゲージメントを高める必要が
あるなか、かつての効率ワーキンググ
ループは、エンゲージメントワーキング
グループとしてバージョンアップした。
「エンゲージメントが高い状態という
のを、point 0 のコミッティ参加メンバ
ーの期待値と満足度との重なりが大き
い状態と定義しました。発足から4年
たち、point 0も人や会社が入れ替わ
って、発足当初のメンバーは少なくな
っています。もちろん新たな熱量をも
った人が常に参画してきていますが、

得に直接貢献できるものをまとめてい
く予定です。WELL認証取得を検討
しているお客さまに対して、ダイレクト
に提案をしていきます。そこはかなり
明確ですね」（長谷川）
　昨年まで創造という名前だったワー
キンググループは、イノベーションワー
キンググループへと進化した。point 0 
コミッティ企業のなかで、事業創発の
機会を最大化させていくことが目的だ。
グループを牽引する岡澤は、23年2
月にpoint 0に参画した若きリーダーだ。
「事業創発の機会を増やすというと
仰 し々いですけど、コミッティメンバー
に加わったらイノベーションがおのず
と生まれるという状態に近づけていき
たい。その先にpoint 0のなかでの、
外販を目指せるようなメニューを立て

メンバーが定期的に入れ替わるので、
どのような施策を打てばエンゲージメ
ントが上がるのか、それを評価する仕
組みを検討しています。参画している
各企業が自社の組織やチームで使え
る知見やナレッジにもなっていったらい
いと考えています」（田中） 

パンデミックを生き抜いた
point 0が向かう新しい航路とは

　point 0の仕組みにもなっている大
企業同士を掛け合わせたイノベーショ
ンは、日本人の特性に合っているよう
に感じると長谷川は言う。
「稟議システムをもつ日本企業では、
大企業×スタートアップ企業や、スター
トアップ×スタートアップの組み合わせ
より、企業としての価値観が共有され
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写真上：ウェルネス
ワーキンググループ
中：イノベーション
ワーキンググループ
下：エンゲージメント
ワーキンググループ
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人々が集い、街に活気が戻ったこの一年。point 0 
satelliteは拠点を増やし、point 0 marunouchiでは会
議室の利用時間が大幅に回復。数々の新たなPoCも実
践され、コミッティ企業の顔ぶれも変化した。コロナ禍
以前の日常が戻るなか、コワーキングスペースはどのよ
うに利用され、どのような価値を求められているのだろう
か。データや取り組みから、その実情を見つめてみたい。

Part of 
Reporting 
2022.7 – 2023.6



4年目を迎えた
point 0が進める
「面」への拡大

2019年7月に発足したpoint 0。
コロナ禍でもそのあゆみを
止めることなく、拠点や事業領域を
拡大しながら輪を広げ続けている。
拠点は沖縄まで広がり、
terminal.0に代表される新たな
価値提供のアプローチも見いだされた。
オフィスや働き方が変化するなかで
point 0がどのように変化してきたのか、
数字から読み解く。

単位：人

2022.7      

7476

2022.10     

9420

2023.1

9975

2023.4    

11132

2022.8

7745

2022.11

9567

2023.2

10142

2023.5

11333 11346

2022.9

9023

2022.12

9724

2023.3

10338

2023.6

現在の拠点

会員登録者の推移

2022年7月からの1年で会員登録者
数は順調に増加する結果となった。
特に8月から9月には1278人増、そし
て2023年3月から4月には794人増と
なった。後者に関しては、3月13日にマ
スク着用が個人の判断となり出張な
ど人の動きが活発化したタイミング
であったことも要因の一つであると
考えられる。また、2023年2月には1万
人を突破した。point 0 marunouchi
開設後4年で10倍以上拡大したこの
point 0の輪は、今後数年でどのよう
に変化していくのだろうか。

2019年7月にpoint 0 marunouchiを開設後、2021年4月には阪急阪神
ONSとの連携によるサテライト1号拠点「阪急阪神ONS powered by 
point 0」をオープンさせた。その後シェアオフィス、サテライトに限らずホ
テルなどにもパートナーを拡大。出張時にも快適に働ける環境を用意した。
2023年3月には沖縄にも拠点を広げ、関東・関西にとどまらず展開を続け
ている。また、2024年1月には羽田イノベーションシティでterminal.0が開
設予定。新たな協創/共創空間に注目が集まる。

152%UP

At a Glance
Location

Transition of registrants

大阪：5
京都：2
兵庫：2
東京：5 ＋marunouchi ＋terminal.0（24年1月開設予定）
博多：1
沖縄：6

大阪：阪急阪神ONS 千里中央/阪急阪神ONS 大阪梅田/阪急阪神
ホテルズ　大阪新阪急ホテル/阪急阪神ホテルズ　レム新大阪/
WORKING SWITCH ELK
亰都：阪急阪神ONS 京都河原町/阪急阪神ホテルズ京都新阪急
ホテル/REALab powered by point 0 立川/REALab powered 
by point 0 二子玉川
兵庫：阪急阪神ONS 神戸三宮/阪急阪神ONS 西宮北口
東京：point 0 marunouchi/H¹T Lab 新宿野村ビル/阪急阪神
ホテルズ　レム東京京橋/阪急阪神ホテルズレム秋葉原
福岡：エフ・ジェイ ホテルズ　THE BASICS FUKUOKA
沖縄：howlive　タイムスビル店/howlive イオンモール沖縄ライカム店
/howlive 読谷残波岬店/howlive 名護宮里店/howlive 宮古島店
/沖縄セルラーフォレストビル Coworking Space mangrove
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コミッティ企業の
変遷

2018年2月にダイキン工業
が発表した一枚のプレスリ
リースからスタートした、空
間データの協創／共創プラ
ットフォームCRESNECT 
構想。7月には業界の垣根を
超えた6社共同でのプレス
発表が実現し、2019年7月
にはコワーキングスペース
「point 0 marunouchi」が開
設。プレス発表から4社が加
わり、ダイキン工業、オカムラ、
パナソニック、ライオン、
TOTO、MYCITY、アサヒビ
ール、TOA、ソフトバンク、東
京海上日動が参画した。

新たに清水建設、セイコー
エプソン、丹青社、 野村不
動産ホールディングス、モン
デリーズ・ジャパン、鹿島建
設、日本マイクロソフトが参
画。さらに業界の垣根を超
えたコミュニティに進化した
ことに加え、デベロッパー企
業が参画したことが業界か
らの注目の高さを表してい
る。また、とりわけアート領域
に強みをもつ丹青社やプリ
ント技術に秀でたセイコー
エプソンの参画は、その後
の協創/共創活動に深みと
広がりをもたらした。

日本たばこ産業、大建工業
を含む3社が参画。コミッテ
ィ企業数は20社まで拡大し、
実証実験数も増加。Well-
beingな働き方を可能にす
るワークプレイスをつくると
いうテーマのもと、企業の垣
根を超えた実験やワーキン
ググループの活動が活発化。
横のつながりを促す運営の
仕掛けも功を奏し、人と人同
士の自然な会話から関係が
構築され、その後のpoint 0
の雰囲気を形づくる基盤と
なった。また、サテライトの展
開を開始した。

サテライトの拠点を増やし
規模が拡大する一方で、ソフ
トバンク、清水建設、モンデ
リーズ・ジャパンが撤退。あ
らためて各社がpoint 0に参
画する意義や価値が見直さ
れ、参画企業の積極性が高
まった。また、プラチナにつ
いては数・企業ともに変化は
なく、前年に引き続きコミッ
トが高い企業が運営の中核
を担う存在となった。また4
月にはpoint 0 marunouchi
内に低酸素ルームが設置さ
れるなど、協創/共創の進歩
が見られる年となった。

ソニーネットワークコミュニ
ケーションズ、YKK APがプ
ラチナ企業として参画。これ
までの参画企業にはない商
品・サービスと技術をもつ企
業の参画により、PoCや
point 0が提供するソリュー
ションの幅が広がることが
期待できる。また、各企業の
人事異動なども要因となり
メンバーや取締役が大きく
入れ替わったほか、事業自
体も展開を見せている。コロ
ナ禍を経て急速に動き出し
た世の中で新たな展開が期
待される。

2019 2020 2022 20232021

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

Transition of 
the Committee
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だろうか。コロナ禍を経て、毎日出社の義務はない
ものの、そうした会議の実施日を出社日に設定して
いるというケースもありそうだ。週の後半にはpoint 
0に訪れ、その週にこなすべきタスクを、集中できる
環境で消化していく。または、さまざまな課題を解
決するアイデアを求めて人に会いに来る。曜日別
データからも、新しい日常の片鱗がうかがえる。

一週間のうち、一番利用者が多いのは金曜日
（21.76％）。次いで水曜（21％）、木曜（20.63％）とな
った。最も少ないのは月曜で16.83％。ここから推察
されるのは、週の前半に自社オフィスに出社し、後
半にpoint 0を利用するというケースが多いのでは
ないか、ということだ。週の前半に社内の定例の会
議が設定されているという企業も多いのではない

MON.

16.83%

TUE. 19.77%

THU.

20.63%

FRI.

One Week

 21.76%

WED.

21%

単位：人

このデータから読み解けるのは、コ
ロナの感染拡大がコワーキングスペ
ースに及ぼした影響の高さである。
ほぼすべての月において、2022-23
年が前年・前々年よりも利用者数が
高い結果となった。特に利用者数が
伸びたのは2023年3月で、マスク着
用の義務が個人の判断へと変化し
た時期と重なる。特に感染が著しく
拡大した冬の時期、2023年1月の利
用者数は2021年1月に比べると1.87
倍となっている。

月別利用者数推移
Users by month

曜日別利用
Usage by day of the week

新しい日常で
変化するpoint 0
の利用方法
2023年5月、新型コロナウイルス感染症の
5類引き下げの発表により、
長く続いた日本のコロナ禍にも
ようやく終止符が打たれた。
街には人と活気が戻り
対面での打ち合わせや会議が
再開されるなか、
今後、コワーキングスペースの価値は
どのような点に見いだされるのだろうか。
point 0の利用者データから
見えるその価値の変化を紐解く。

By the 
Numbers
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FRI.

23.65%

20.7%

20.19%

20.19%

14.63%
other

WED.

TUE.

MON.

One Week

THU.

MTG 1
円形テーブル：4名席

MTG 2
四角テーブル：6名席

MTG 3
縦長テーブル：12名席

11.2%UP

28.0%UP

3.0%UP

2：59
3：19

2：48
3：35

3：21
3：27

パーソナルルームの
利用時間帯

自身の作業に集中できる環境が整っ
ている点もpoint 0 marunouchiの魅
力の一つだ。特に作業やWeb会議に
集中できるパーソナルルームの利用
時間帯は、ばらつきがあるものの比較
的午後に多くなっている。朝の早い時
間帯に一度利用率が高まった後、昼
過ぎにかけては打ち合わせやランチ
タイムなどで利用率が下がり、その後
夕方までにかけて利用率が高まって
いる。こうしたデータからも、働く人の
行動パターンを垣間見ることができる。

2022年7月から2023年6月の間、会
議室のうち利用率を最も伸ばしたの
は6名席が用意されているMTG 2で
あった。次いで4名席のMTG 1も
11.2％増となっている。12席のMTG 
3は「密」にならないという理由から
コロナ禍でも利用率が高かった一方
で、他の2部屋は潜在的な需要はあ
ったものの、利用がしにくい状況であ
ったことがわかる。また、曜日別の利
用率からは木曜日に最も利用され、
次いで水曜となっている。

利用率は伸ばしたも
のの、大幅増とはなら
なかった。

設置されているソリュ
ーションが拡充され、大
幅に利用率が伸びた。

コロナ禍でも利用率
が下がらず、引き続き
利用を伸ばしている。

Hours of use for personal rooms

会議室の
1日平均利用時間

Average usage time 
of Meeting rooms per day

27
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点から面へ。
内から外へ
広がりを見せた
point 0の一年
terminal.0 をリリースし
外への広がりを見せた一年。
2022年7月から2023年6月までに
実施した数々のイベントや
活動を振り返る。

Timeline & 
Highlights

2022 7/21

主催：マイクロソフト
16:00-17:00

Metaverse & 
Smart Building.0

11/28,29
point 0 ignite
今年で開催5回目を迎えた
ignite。ゲストトークやワーキン
ググループの活動報告のプロ
グラムを通してpoint 0のこれ
からを考える2日間となった。

8/25
otojuku.0
主催：TOA
16:00-18:00

9/16
mori-age.0
主催：大建工業
16:00-17:30

8/31
Office de
Rei-Shoku.0
主催：JT
11:00-14:00

主催：ライオン
12:00-13:00

10/16
HAND WASH 
& HYGIENE.0
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well-being 
for women .0
主催：ＴＯＴＯ
17:00～18:00

1/26
Well-being 
＆ Smartcity.0
主催：東京海上日動
17:00-17:40

1/22
well air.0
主催：ダイキン工業
16:00-17:00

4/13
wellness telework.0
主催：セイコーエプソン
17:00～18:00

2/22
Office Mocktail.0
主催：アサヒ
17:00-18:00

3/9
Work as Papa.0
主催：オカムラ
17:00-18:00

4/27
well-being × design.0
主催：丹青社
17:00～18:00

5/25
Personarized Workstyle.0
主催：MYCITY
17:00～18:00

6/8
AZABUDAIHILLS.0
主催：JT
17:00～18:00

12/8
WELL-being.0
主催：パナソニック
 17:00- 18:30

3/23
Data analytics.0
主催：野村不動産HD
17:00-18:00

2023 1/12

6/8
terminal.0 
をリリース

日本空港ビルデングとの
協業により羽田イノベー
ションシティでpoint 0の
協力によるオープンイノ
ベーション施設を開設す
ることを発表。
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2/14
sweet.0
主催：森永製菓
16:00-17:00



働き方を
ゆたかにする
アイデアを形に
仕事のアイデアは、
何気ない瞬間に思いつくことが多い。
ふとした会話や体験、目にした光景から
得られた思いつきを投げかけて、
気軽に検証ができる環境があれば̶̶
そんな理想のフィールドがpoint 0には
用意されている。各社から最新の技術や
アイデアが集まる場所であるpoint 0では
どんなオープンイノベーションや
実証実験が行われ、
今後どのような役割を果たすのか。 
この1年で開始された
17の実証実験を紹介する。

Sustainability
Action &
Proof of 
Concept
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2019年7月の開設から2023年6月末
時点までにおける累計実証実験数
はpoint 0 marunouchiとpoint 0 
satelliteを合わせて102件になった。
実証実験数としては2022年6月時点
から30件増加したほか、サステナビ
リティを意識した実証実験も実施。引
き続き「働く」を再定義することを主
軸にしつつ、社会課題の解決に貢献
するソリューションの創出へと領域
を広げている。

全体のうち22.5％が2社以
上の参画企業同士による協
創/共創を経て生まれた実
証実験である。始まり方はさ
まざまなケースがあるもの
の、大きく3パターンに分け
られる。各社の担当者が
point 0 marunouchiを中心
にリアルな場に集まり、ドア
をノックすれば直接会話が
できる。そのような距離の近
さが、実証実験の場には欠
かせない要素だ。

件102
実証実験数
The total number

企業間の協創/共創
によるPoC

PoC through corporate co-creation

22.5%

取り組みたいテーマを発信し、
協同できそうな技術やサービス
をもった企業を募る。

この指とまれ式
ふとした会話からアイデアが生
まれたり、自分のアイデアを直
接担当者に提案したり。

雑談・スカウトから
テーマ別で活動するワーキング
グループや、定期開催される各
社のイベントがきっかけになる
ことも。

ワーキング
グループ・イベント

事業化の出口を見据えて
顕在化しているニーズや課題を共有し、各社がソ
リューションをもち寄り、解決策を模索する。

各社がもっているソリューションを組み合わせ、さ
らなる活用に向けてコラボレーションさせる。

マーケティングを目的に

協創/共創による
実証実験数

件23

主なフロー

実験結果をもとに各社が事業化を検討

Finished 完了

Ongoing 実験開始／データ取得

Ongoing 担当者間によるディスカッション、計画立案
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 提供する価値・体験や検証結果
作業やWEB会議を行う『1名用個室』、自由に使える『オープンスペース』、作
業や軽い打ち合わせを行う『対面ブース』で種類・大きさ・配置を変えてアー
トを設置した。検証結果は現在分析中ではあるものの、コミュニケーションや
リラックスが求められるオープンスペースにおいては会話量の増加が見られ、
また1名用の個室においては通常に比べ集中できた等の回答を得ているこ
とから、アートの設置により、場所に紐づく行動の変化や、心理的効果がもた
らされていると推察される。

 開発の背景にある課題
ABWが浸透しているオフィスでは、オフィス内での働く場所・位置とワーカー
の行動とが紐づくケースが見受けられることから、少なからずその場所が心
理的な影響をもたらしていると考えることができる。過去の実証実験で得ら
れた傾向をもとに選定したアートが、設置場所ごとに適切な効果を発揮して
いるかどうか、検証を行った。

 今後の展開
アートを自社オフィスにも設置したいという回答が85％以上と多く、期待の高
さがうかがえる。注目を集めるWell-beingに対するソリューションとして今後
アートの可能性を検討し、多様なスキームでのオフィスにおけるアート導入
拡大を目指す。

 提供する価値・体験や検証結果
『OFF TONE マグネットパネルN』は、point 0 marunouchiのpersonal room
にも設置されており、その吸音性能と有用性についてはすでに実証されてい
た。そこで、このパネルにインクジェット技術で美しい絵柄などを印刷するこ
とで機能性だけではなくデザイン性を両立できるのではと考えた。エプソン
では昇華転写による印刷手法を、大建工業では吸音効果と生地の張り手法
などを検討。複数のパネルを組み合わせて1枚の大きな絵にするため、生地
の収縮の想定や張り合わせバランスが仕上がりに影響するという課題もあ
ったが、両社のノウハウを融合させることで付加価値の高い製品を生み出す
ことができた。

 開発の背景にある課題
より高いデザイン性が要求される場所には、吸音パネルの機能性に加え、場
所のコンセプトに応じたデザインの自由度を求める声があった。この課題に
対し、高画質昇華転写印刷技術を応用しデザイン性を高めることでより一層
の普及を図れるのではないかという考えから共同開発に至った。

 今後の展開
印刷技術と建材開発の親和性は高いため、当製品に限らず、今後も共創によ
るモノづくりなどを展開していきたい。

01 02

株式会社丹青社

オフィスにおける働く場面・空間に
合わせたアートの効果検証
実験フェーズ：Finished

Proof of Concept Proof of Concept

大建工業株式会社、セイコーエプソン株式会社

設置場所やクライアントのニーズに合わせた
カスタマイズデザイン吸音パネル
実験フェーズ：Finished
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 提供する価値・体験や検証結果
設置する什器や使用する内装材の選定など、カーボンオフセットを念頭に置
いたオフィスの改装を実施。日本の使用済み漁網と再生PET糸を活用した張
地、インナーシェルに100%再生ポリプロピレン樹脂を使用したオカムラ製の
椅子「Phlox」、CO2排出量の少ない内装材、FSCⓇ認証規格（※）に適合する家
具を採用することで環境負荷を低減。さらに改装に伴うCO2排出量に基づき
J-クレジット制度を活用したオフセットを実施した。これらの取り組みを「見え
ない“何か”のカタチ」というコンセプトでデザインとして展開することで、改
善余地のあった会議室を環境問題への興味やコミュニケーションを生み出
す空間とした。  ※株式会社丹青社取得 FSCライセンス番号:FSC®C179924

 開発の背景にある課題
オフィス空間におけるカーボンニュートラルの実現を目指すために、まずは
人によって認識・理解の差が大きい環境への意識を向上させる仕掛けを作り
出す必要があった。

 今後の展開
ダイキン工業が提供するIoTを活用した空調管理システム「DK-CONNECT」
を導入し、空調の効率化によって施設運営でのCO2排出量の削減にも貢献す
るほか、各社のソリューションを紹介する場として活用することで協創を推進
し、サステナブルな未来の実現への貢献を目指す。

 提供する価値・体験や検証結果
point 0 marunouchi内の会議室「MTG 01」において、タブレットに表示した
ボタンをトリガーに空調制御を開始。対象者には30分間自由にビールを飲用
していただき、終了後にアンケートを実施。快適室温で一定の温度に制御し
た場合と比較して、空調の制御を開始したあとに室温を上昇させた場合では
「ビールが美味しく感じたか」「ビールを飲むのに適していたか」「ビールがす
すんだか」の質問において高評価の回答が得られた。この結果から、ビール
を飲む空間における温熱環境制御による快適性と美味しさの両立に可能性
を見いだせた。

 開発の背景にある課題
これまでほとんど議論されてこなかった「ビールをより美味しく飲める温熱環
境」を模索するため、快適性と美味しさの両立を目的とした温熱環境制御の
コンセプト検証を行った。

 今後の展開
今回有効性が見えてきた空調制御コンセプトの実店舗における運用方法を
検討し、「ビールがより美味しく飲める空間」の実店舗での更なる効果検証、
サービスへの展開を目指します。

株式会社丹青社

カーボンオフセットルームの新設
実験フェーズ：Finished

03

ダイキン工業株式会社、アサヒビール株式会社

ビールがよりおいしく飲める
空間の実証実験
実験フェーズ：Finished

04
Sustainability Action Proof of Concept
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 提供する価値・体験や検証結果
電気代を「自動で」削減することを最終目標とし、データの分析から着手。
STEP１ 電気代の削減余地と改善方法を知る　
STEP２ 電気代「手動」削減　
STEP３ 電気代「自動」削減
上記のステップのうち現在はステップ1が進行。現状分析、電力の異常検知
と分類、削減可能コストの推定から診断レポートの雛形（モックアップ）を作
成予定。これにより、どこからエネルギーを削減すればよいか、その指標を得
ることを期待している。

 開発の背景にある課題
気候変動問題の深刻化により、カーボンニュートラルに対して各企業の取り
組みが加速している。また、国内では電気代も高騰。企業では気候変動問題
への対応とコスト削減の両面からエネルギー使用量の削減が急務となって
いる。

 今後の展開
上記の実証結果をもとに、ステップ2・3へと移行していく。ステップ3の電気代
「自動」削減が実現できればさまざまなビルやテナントへの展開が想定でき
る。社会課題の解決に貢献する取り組みとして発展させていく。

 提供する価値・体験や検証結果
被験者選択音には、無音状態と比べて下記の効果があることがわかった。
● 作業を楽しく感じさせる
● 疲労感を軽減する
またそのような状態においても、作業効率の低下がないことが確認された。さ
らに、生理的な反応から、無音状態に比べて、被験者選択音が集中を高める
効果が示唆された。なお、心理的反応、生理的反応、作業効率の測定には被
験者アンケートとエプソンのバイタルセンシング技術（活動量計）、実験用タ
スク監視ソフトを用いた。

 開発の背景にある課題
働く環境が多様化するなか、それぞれの状況に適した音環境が求められて
いる。音環境の違いが執務にどのような影響をおよぼすのか、無音・自然環
境音・被験者持込音による心理的・生理的反応、作業効率の違いを明らかに
する。

 今後の展開
今回調査した作業内容は、集中力を要する比較的単調な個人での作業であ
った。今後は、クリエイティビティを必要とするような複雑な作業や、グループ
ワークでの効果を調査したい。

パナソニック株式会社、鹿島建設株式会社

BASデータと人流データを活用した
エネルギー削減効果の検証
実験フェーズ：Ongoing

05

セイコーエプソン株式会社、TOA株式会社

オフィスの音環境と
働きやすさの関係性調査
実験フェーズ：Finished

06
Sustainability Action Proof of Concept
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 提供する価値・体験や検証結果
設置が簡単な植栽型の全方位サウンドデバイスを
用いて、エリアごとに異なるコンテンツを再生し、快
適な音環境を構築した。さらに、利用者の意見を取
り入れながら継続的なアップデートを行い、より快
適な音環境を構築した。アンケートの結果、86%が
「リラックスして仕事ができた」と回答し、快適な空
間づくりに寄与していることが実証された。また、
70%弱が植栽型デバイスから音が鳴っていること
に気がつかなかったと回答し、サウンドが空間に調
和していることが実証された。

 提供する価値・体験や検証結果
point 0 marunouchi会議室にコミュニケーション
を可視化・活性化する最新プロダクトを導入し、コ
ミュニケーションの４手段（話す、書く、描く、表現す
る）の得手不得手を見える化すると共に、会議室の
稼働集計と利用者アンケートを実施した。
MIERUBA体験者からは「社内にチームコミュニケ
ーションを育成する空間は必要だと感じた」「自身
のファシリテーション能力を把握できた」等のコメ
ントをいただき、貸会議室のリピート利用向上にも
微弱ながら寄与できたものと思われる。

 提供する価値・体験や検証結果
point 0 marunouchiの共用部に、食事前の手指衛
生の大切さを伝える掲示物と共に、ハンドソープや
手指消毒剤を設置。またアンケートでは、現在の手
指衛生行動と、今後、衛生行動を増やしたくなるき
っかけを聴取した。その結果、食事前の手指衛生行
動実施率が低い一方、食事前の手洗いの必要性を
伝えることで、行動を増やしたいと意識変化する傾
向を確認。また外食時、約87％が飲食店のテーブ
ルの上に手指消毒剤があることで衛生行動の実施
に繋がると共に、家でも、食卓に置きやすい手指衛
生剤があることがきっかけになることがわかった。

 開発の背景にある課題
オフィス内に音環境を導入する場合、音響設備の
設置工事などに費用がかかる。また、スピーカーの
位置やコンテンツの種類を試行錯誤してはじめて
快適な音環境をつくることができるなど、効果を出
すためには導入してからの要素が大きい。

 開発の背景にある課題
リアルとオンラインのハイブリッドな働き方が急激
に広がる中、個人やチームのコミュニケーション不
足が多くの企業で課題となっており、オフィス空間
に求められる要素が大きく変化している。

 開発の背景にある課題
食事前に手洗いや手指消毒剤を使用する生活者
は限られており、どのようなきっかけがあると手指
衛生行動に繋がるのかが把握できていなかった。

 今後の展開
上記の実証結果等をもとに、株式会社otonohaが
音環境コンサルティングサービス「sound veil」の
提供を開始し、Well-beingに配慮したオフィスの環
境改善・顧客価値向上へつなげていく。

 今後の展開
コミュニケーション育成を主テーマとし、「コミュ力」
の見える化と「メタ認知」が行える独自アプリを開
発する。並行して、産学共同でMIERUBAコミュニケ
ーションの効果検証を行うことで、リアル空間の価
値を高める「MIERUBA」サービスを確立する。

 今後の展開
上記の結果をもとに、衛生の意識・行動変容づくり
につながる情報発信などを進める。

TOA株式会社

植栽型サウンドデバイス
実験フェーズ：Finished

07

コミュニケーション育成空間
「MIERUBA」による
会議室活性化検証
実験フェーズ：Finished

08

ライオン株式会社

衛生に対する意識・行動調査
実験フェーズ：Finished

09
Proof of Concept Proof of Concept Proof of Concept

鹿島建設株式会社
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 提供する価値・体験や検証結果
調査の結果、以下の２点を確認した。①ビジネスシ
ーンと健康習慣を融合させた啓発コピーに共感が
得られた。また、行動の改善にまで至った被験者は
「サプリメントの飲用」や「理想のモデルをイメー
ジ」することで習慣改善のモチベーションが向上し
ていた。②健康習慣の価値を「ビジネススキルが高
まる」という方向で提示すると対象者の反応が向上。
啓発を軸としたコミュニケーションに活かせる知見
が得られた。

 提供する価値・体験や検証結果
point 0 marunouchi内のpersonal room壁面に木
質音調パネルを設置し、音環境の快適性、見た目
の印象の変化を検証した。パネル無し・有り（六角
形、ルーバー状）の計３条件で、ウェブ会議を想定し
た発声作業を行い、アンケートを実施。音の評価で
は、パネル有りの方が「喋りやすい」「響きを感じな
い」などの項目で評価が高く、見た目の評価でもパ
ネル有りで、「快適な」「やる気がわく」などの評価
が高かった。特に六角形パネルでは「コミュニケー
ションがとりやすい」「アイデアがわく」という印象
が高くなった。

 提供する価値・体験や検証結果
アートを扱った過去3回にわたる実証実験により、
アートのある環境は「やる気」や「創造性」を高める、
というエビデンスを保有している。今回はなかでも、
窓がない、景観が悪いなど眺望が望めないワーク
プレイスに焦点を当て、アートを導入することによ
る、ワーカーのマインドへの影響の有無を検証。こ
の検証をとおして、アートの導入が空間の価値やオ
フィス単価の向上につながるか、実験している。

 開発の背景にある課題
コロナ禍を契機にビジネスパーソンの運動不足が
顕著となった。健康維持が仕事の質に影響すること
への気づきが生活習慣の改善に繋がるか検証する
ためインタビュー調査を実施。食事・運動・サプリメ
ントの飲用など具体的な対処行動についても深掘
りした。

 開発の背景にある課題
内装木質化により、空間の見た目や仕事の効率に
関する印象の向上も期待される。また、ウェブ会議
などが増え、オフィスにおいて快適な音環境がより
一層求められている。

 開発の背景にある課題
point 0 marunouchiの各社専用個室のうちR5～
R10は、窓の外がビルで塞がれていることが空間
の価値を相対的に低下させており、オフィスの単価
にも影響していた。

 今後の展開
ビジネスパーソンの実態に適した「より良い健康習
慣づくり」を目指して、引き続き研究を進めていく。

 今後の展開
検証結果を基に、製品の改良や、音環境・木質化ソ
リューションの更なる展開を検討する。

 今後の展開
今回の実証実験で得られた結果をもとに、具体的
なアートレンタルプランを作成する。景観の優れな
いオフィスはサテライトオフィスや中小規模オフィ
スビルを中心に点在しており、オフィス空間の価値
向上に貢献したい。

ライオン株式会社

「ビジネスパーソンの健康意識」
に関する定性調査を踏まえた
コミュニケーション開発
実験フェーズ：Finished

10

大建工業株式会社

内装木質化に適した
音響調整パネルの音響効果
および印象向上効果検証
実験フェーズ：Ongoing

11

株式会社丹青社

会議室活性化プロジェクト
アートによるオフィス空間の
価値向上
実験フェーズ：Ongoing

12
Proof of Concept Proof of Concept Proof of Concept
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 提供する価値・体験や検証結果
point 0 marunouchi内のnap roomsの一室に、
畳・マッサージチェア・アロマディフューザーを設置。
リラクゼーションルームとすることで短時間でリフ
レッシュできるスペースに変更し、使用者へのアン
ケートを通して効果を測定した。結果、リラクゼーシ
ョンルーム使用による疲労度の軽減と、畳設置によ
るリラックス効果の増加が確認できた。特に、雰囲
気・足ざわりの回答が高く、においについては回答
が分かれる結果となった。

 提供する価値・体験や検証結果
point 0 marunouchi内の会議室MTG02に、大建
工業が提供する自立式吸音材「サウンドトロン」、オ
カムラが提供する電動昇降テーブル「スイフト クワ
トロ」と「偏光フィルム」を設置。アンケート結果より、
サウンドトロンによる反響音の改善効果や偏光フィ
ルムによる画面プライバシーへの心理的な不安へ
の解消効果があることが確認された。また、「スイフ
ト クワトロ」の天板高さを変化させて、立ち姿勢で
会議をすることで会議の効率が向上するとの意見
も出た。

 提供する価値・体験や検証結果
コロナ禍の影響で出社頻度が減り、オフィスの機能
は大きく変化した。オフィス空間には現在、人々が
集まり、自然に会話が起きる仕掛けが求められてい
る。文具は仕事のツールであると同時に、個人の趣
向を強く反映させる要素も持ち合わせていること
から、職場の仲間が推奨する文具を取り扱うエリア
をオフィス内に設置することで、新たなコミュニケ
ーション創出につながると考え、実証実験を開始。
新たに開発した専用アプリでは、文具にまつわる
仕事仲間のコラムやお気に入り登録機能を搭載し
ており、さまざまな交流を促進する。

 開発の背景にある課題
ワーカーのWell-beingにおいて休息は重要な要素
である。畳にはリラックス効果があると言われてい
るが、オフィスでの短時間でのリフレッシュに寄与
するかは検証されていない。

 開発の背景にある課題
ガラス張り会議室による音環境の低下および画面
プライバシーや会議効率低下が懸念されている。

 開発の背景にある課題
昨今のオフィスでは社員が集い、会話が生まれる
空間が求められている。その解決策としてオフィス
内に導入する新たなコンテンツを模索していた。

 今後の展開
次段階として、においコンテンツを変化させた場合
のリラックス効果を調査する。上記の結果と合わせ
て、畳とにおいを用いた空間をオフィスに導入する
ことによる顧客価値設計と提案を進める。

 今後の展開
今回の実証実験を通して得られた結果を、製品開
発や改良の材料の一つとして役立てていく。また実
証実験を引き続き行い、知見の蓄積を進める。

 今後の展開
文具の購入数調査および利用者アンケートを実施
し、オフィスにおける文具販売の価値や事業の可
能性を検討。実現可能性が高い場合、丹青社のも
つ空間デザインの知見を活かし、オフィス内への文
具販売スペースの設置を検討する。

大建工業株式会社、パナソニック株式会社

オフィスにおける畳と
においを用いた空間が
心身のリラックス度に
与える影響の検証
実験フェーズ：Ongoing

13

会議室活性化プロジェクト
サウンドトロン×電動昇降デスク
実験フェーズ：Ongoing

14

株式会社丹青社

オフィスへの文具店機能の
導入と事業化の
可能性検証
実験フェーズ：Ongoing

15
Proof of Concept Proof of Concept Proof of Concept

大建工業株式会社、株式会社オカムラ
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 提供する価値・体験や検証結果
個室内の音環境（音量やコンテンツなど）を働き方
に合わせて自ら操作して変えられることを利用者
に告知したうえで、それが利用率・リピート率の向
上などに寄与するか否かの検証を行った。実績デ
ータとの相関分析を実施したが、「音環境」のみが
利用状況に影響しているとは言えない結果となっ
た。一方で、アプリの利用記録に関しては相当数の
データが取得できていたことから、一定程度の利
用者ニーズが見込める結果となった。

 提供する価値・体験や検証結果
植栽型のサウンドデバイスを会議室に設置し、アプ
リを活用したコンテンツ変更機能を利用者に提供。
利用者へのヒアリングでは、「話しやすくなる」、「ア
イスブレイクの話題になる」など、好意的な評価を
得られた。一方で、音による効果という定量的な側
面では、アンケートへの回答数・アプリの利用率と
もに、データ数が少ない状況となり、詳細な分析に
つなげることは出来なかった。

 開発の背景にある課題
音環境の満足度を高めるソリューションに取り組ん
できたが、より実際のフィールドに近い状況での評
価を獲得するため、ONS梅田で実証実験を行った。
利用率など各種利用実績データとアプリの利用記
録をかけ合わせたデータ分析を実施した。

 開発の背景にある課題
「音」には、雰囲気を変える、アイデアを出しやすく
するなどの効果があると言われている。会議の議
題や内容に合わせて「音」を最適化することで利用
者の行動変化・利用活性につなげられないか模索
していた。

 今後の展開
上記の実証結果等をもとに、株式会社otonohaが
音環境コンサルティングサービス「sound veil」の
提供を開始し、Well-beingに配慮したオフィスの環
境改善・顧客価値向上へつなげていく。

 今後の展開
上記の実証結果等をもとに、株式会社otonohaが
音環境コンサルティングサービス「sound veil」の
提供を開始し、Well-beingに配慮したオフィスの環
境改善・顧客価値向上へつなげていく。

TOA株式会社

サテライト個室における
音環境のパーソナライズの
価値実証
実験フェーズ：Finished

16

TOA株式会社

音による会議活性
ソリューションの
効果検証
実験フェーズ：Ongoing

17
Proof of Concept Proof of Concept

「出口」を見据えた協創/共創で
一社の利益を超えた
本質的な課題解決に取り組む
　今でこそ企業同士の協創/共創が当たり前に
なっていますが、point 0 marunouchiがオープ
ンして一年ほどは各社がそれぞれ実証実験に
取り組んでいるというケースが大半でした。変
化のきっかけとして一番大きかったのは、やはり
事業の「出口」があるかどうか、ということだった
と感じています。企業としては3年程度でそれぞ
れの事業活動についてどれくらいの成果が出
たか、ということが問われます。そこで、顕在化
しているお客様の具体的な課題を解決すると
か、サテライトに実装するとか、わかりやすい成
果につながることのほうが取り組みやすいわけ
です。そうした「出口」が明確になることで各企
業の強みが発揮され、それぞれの視点を活かし
た提案が集まるようになります。たとえば会議
室の音に関する課題であれば、TOAがサウンド
マスキングというアプローチ、大建工業が吸音
パネルの活用を提案する。さらにセイコーエプ
ソンが印刷技術を活用してその吸音パネルの
デザイン性を高める提案をする。そうした多面
的なソリューションの発案につながります。
　複合的な提案ができるようになってきた今、
point 0はコーディネーター不在でもそうした多
様な視点と発想で提案ができる存在になりつ
つあると思っています。terminal.0 HANEDAの
ような事例や、WELL認証を軸にしたウェルビー
イングのソリューション提供など、実際にpoint 0
の輪が確実に広がっているのも感じていますし、
そのベースにはやはりPoCを軸にした協創/共
創のカルチャーと経験値があると思います。
　今年、PoCというよりもサステナビリティを
実現するためのソリューション開発として、カ
ーボンオフセットルームの設置や、データを活
用してエネルギー使用量を削減するソリュー
ションの開発にも取り組みました。オフィスに
は社会課題の解決に貢献するという視点も必
要になっています。point 0から生まれたソリュ
ーションや製品・サービスが社会課題の解決
に貢献していく。そんな「出口」を一社の利益
という観点を超えて実現できるというのが
point 0のPoC、協創/共創活動が目指す本当
のゴールなのではないかと思います。

豊澄幸太郎　
point0 取締役 副社長

Column



参画の目的と、
今後の展望を聞く
point 0のプロジェクトに参画する
コミッティ企業19社（2023年9月現在）。
実証実験やワーキンググループを通じて、
どのような協創/共創を目指しているのか。 
各社にその目的や、
今後の展望について聞いた。

Information
of Committee

業界を超えた
協創/共創
point 0のコミッティには、Platinum・
Gold・Silverの3つのランク別に各企
業が参画している（Bronzeは新規募
集を停止）。各企業は、po i n t  0 
marunouchiでの実証実験やワーキ
ンググループでの活動によって、新
たな協創／共創による価値創造を実
現している。このほか、サービスやプ
ロダクトを通じてサポートするパート
ナー企業も加わる。

About Committee

ソニーネットワーク
コミュニケーションズ株式会社

Sony Network Communications inc.

ソニーネットワークコミュニケーションズは、高速光
回線サービス「NURO 光」をはじめとする通信事業
に加え、IoT事業、AI事業、ソリューションサービス
事業などを展開しています。2022年1月に策定した
コーポレートビジョン「INFRASTRUCTURE of 
CHANGE 人類の変化を支える、インフラへ。」のも
と、Web3領域を含む多様なインキュベーションや
新規事業を推進し、“人類の進化のスピードを支え
るインフラになる”ことを目指しています。

より良い価値をスピーディに社会へ
point 0 committeeにおいては、当社の通信・ITの
領域でソリューションを提供する一方で、各社のも
つ技術や知見を掛け合わせるためにも、
新規事業創出に向けた取り組みを加速
させていきたいと考えています。
より良い価値をスピーディーに広く社会
へ実装していくことを念頭に、様々な実
証実験を行い、価値検証と改善のサイ
クルの高速化にも取り組みます。
テクノロジーの発展によって、リアルと
バーチャルの融合が身近になる中、当
社は事業インキュベーションのインフラ
として参画企業の挑戦を後押ししていく
役割も担っていると考えております。

共創の糸口を探る
当社およびソニーグループは、クリエイ
ティビティを起点とした多様な領域で事

通信のインフラがドライブさせる
point 0の共創

業を展開しており、それらを支えるテクノロジーや
コンテンツIPと事業シーズが多く存在します。
これらを活かしながら、point 0 committee メンバ
ーそれぞれのニーズや課題感を見極め、共創の糸
口を見つけていくことにまずは注力していこうと考
えています。
現在はpoint 0のイノベーションワーキンググルー
プにも参加し、point 0 committee メンバーとの相
互理解や、各社が保有するアセットの可視化と繋
ぎ合わせの仕組み化も進んできています。共創の
更なる効率化や効果を高めるとともに、参加する当
事者たちの学びの機会になることを今後も期待し
ています。
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ダイキン工業株式会社
Daikin Industries, Ltd.

当社はオフィスにおける建物・空間・ヒトに着目し、
そこから得られるデータを活用した他社協創によ
る新たな価値創出を目指し、point 0の取組をスタ
ートしました。
環境と空気の新たな価値を提供し、サステナブル
社会への貢献とグループの成長を実現することを
目指すため、当社の戦略経営計画FUSION25では、
「空気価値の創造」を重点戦略の一つに据えてい
ます。
point 0においては「ウィンドユニット」製品化や、低
酸素ルーム・仮眠空間の温熱環境制御・ビールが
よりおいしく飲める空間実証などをコミッティ企業
との共創によって積極的に展開し、空気の価値化・
ソリューションビジネスに重きを置いた活動を展開
してまいりました。
今後も引き続き各社と共に、「空気で答えを出す会
社」として新たな空間にまつわる価値創出を目指し
ていきたいと考えています。

空気で答えを出す共創をより前へ
ＹＫＫ ＡＰ株式会社
YKK AP Inc.

ＹＫＫ ＡＰは、窓やドア、カーテンウォール、
エクステリア商品など、建築用工業製品
を製造・販売する会社です。パーパスと
して「Architectural Productsで社会を
幸せにする会社。」を掲げており、これ
を実現するうえで“社員が幸せであるこ
と”を重要視しています。
そこで、年齢・性別・学歴・国籍に関わら
ず一人ひとりの個性を生かして活躍で
きる会社を目指し、社員が変化に適応し
ながら挑戦し、やりがいを持って前向き
に仕事に取り組めるよう、社員の幸せを
実現するための様々な人事制度や施策
を展開しています。その一環として、働
きやすさ・働きがいを追求した新しいワ
ークスタイルを構築するために、2022
年5月、本社ビルのＹＫＫ ＡＰオフィスフ
ロアを全面的にリニューアルしました。
オープンスペースを中心としたエリアと
集中して作業ができるエリアを分けるな
ど、「会える」オフィスをコンセプトにして
います。これは働き方の変化により、オ
フィスに求められる役割も変化したこと
を感じたためのリニューアルでした。

窓辺の価値を共創で生み出す
そんななか、point 0ではアフターコロナにおけるオ
フィス窓辺の『快適性』『省エネ』『防音性』など新た
な付加価値提案の追求と、市場に近い視点で新規
事業の評価ができることに大きな魅力を感じ、参画
に至りました。
実際にpoint 0にコミットする中心メンバーは、新規
事業開拓部の仲間たちです。新規事業の開発もも
ちろんですが、イノベーションを連続させ、常に新
規事業が生み出される組織体にするという部内方
針も参画を後押しした背景の一つです。それだけ
でなく、業界の垣根を超え参画されているpoint 0 
コミッティ企業の皆様と協創/共創関係を構築し、
オフィスワーカーのウェルビーイングについて検証
を行うことができるという、唯一無二の環境も、参
画の決め手となりました。

新しい領域を「開拓」する
共創型コンソーシアムとコミッティへの参画におい
ては、社内で前例がなく、文字通り新しい領域を
「開拓」することが必要不可欠でした。
多くの部門と交流をし、様々なことが経験でき、新た
な道を切り拓いていく難しさと、面白さを実感しまし
た。ボードメンバーとしてはいまだスタートラインに
たった状態にほかなりません。常に主体性をもって
行動を起こし、参画企業の皆様と素晴らしい共創が
実現できるように奮励努力したいと考えています。

アフターコロナの付加価値
の開拓へ
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株式会社オカムラ
OKAMURA CORPORATION

コロナ禍を経て、世の中のさまざまな仕組みや価
値観が大きく変わりました。企業では従業員の健康
維持と満足度向上が喫緊の課題となっており、今ま
で以上にWell-beingな働く場づくりが求められて
います。
オカムラは、激変する社会に対応する新しいビジネ
スの創出に取り組んでいます。昨年度はpoint 0の
協創/共創活動のひとつであるワーキンググルー
プの再編により、Wellnessをテーマにしたグルー
プが新設されました。オカムラはこのグループのリ
ーダーを務め、コミッティ企業との協創/共創による
Wellnessに関わる新しいプロダクトやサービスの
開発と、各社が既に保有しているソリューションの
リストアップを推進しています。point 0での協創/
共創を通じて、未来のWell-beingな働く場と働き方
について構想を深め、オカムラのミッション「豊か
な発想と確かな品質で、人が活きる環境づくりを通
して、社会に貢献する。」の実現を目指します。

人が活きるWell-beingな働く場づくりを

ライオン株式会社
Lion Corporation

明治24年（1891年）の創業以来131年。ライオ
ンは「より良い習慣づくりで、人々の毎日に貢
献する」を企業パーパスとして、ハミガキや洗
剤など生活用品を中心にお客様へお届けし
ております。
point 0においては、研究開発本部発の新規
事業開発を担うイノベーションラボのメンバ
ーがコアメンバーとして参画し、これまで様々
な企業の方々と共創活動を行い、各社の強み
を活かした新たな可能性を探求してまいりま
した。
これからも各ワーキンググループでの活動を
はじめ、実証実験、参加企業の皆さまとの共
創を通じて、既存事業が主な対象としている
一般生活者の家庭内での商品サービス利用
という視点に捉われずに、point 0で働く仲間、
すなわちオフィスワーカー、そしてオフィス環
境に向けた「より良い習慣とは？」という問い
を念頭に置きながら、新たな価値創出を目指
してまいります。

オフィスを起点として
「新たな習慣づくり」を目指す

パナソニック株式会社
Panasonic Corporation

パナソニックは、他社との共創によりオフィス
を中心とした空間価値を創出することを目的
にpoint 0へ参画しました。現在は、空間価値
の創出からpoint 0を「出口戦略」として活用
することへシフトし活動をしております。具体
的には、「WELL認証コンサルティングサービ
ス」や「イノベーションラウンジ空間」です。こ
れにより、事業としてマネタイズが確立されつ
つあり、実績も出始めております。また、パナ
ソニック社内でもこの取組に対する価値が認
知されつつあります。
今後もpoint 0の「出口」を活用しながら、必要
に応じて顧客課題に対するPoCを参画企業
と共同で行ってまいります。これにより事業の
加速化をして、point 0に関係するステークホ
ルダーの皆さんがWin-Winの関係で事業貢
献できるように進めていきたいと思っていま
す。

空間価値を共創で事業へ
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株式会社MYCITY
MYCITY Inc.

MYCITYは「暮らしをパーソナライズして快適
な空間を創造する」をビジョンとし、オフィス・
住宅向けのIoTプラットフォームを提供してい
ます。point 0の“オフィスの未来をつくる”とい
うビジョンに共感し、立ち上げメンバーとして
参画をいたしました。
2020年からのコロナ禍を経て、従業員のオフ
ィスの使い方や働き方に関する価値観が大き
く変わりました。一方、企業においても、従業
員の健康維持や満足度向上が課題として顕
在化しており、より一層Well-beingな環境が
求められています。
point 0での共創や情報/ナレッジの共有を通
じて、Well-beingな環境について検討してい
くことで、人の位置情報や混雑情報、環境情
報などを基に施設を使いこなせるような情
報・サービスの提供を目指してまいります。

Well-beingな環境を創造する

ＴＯＴＯ株式会社
TOTO LTD.

先進的な他参画企業との協創や実証実験、
point 0で得られる様々なデータの連携のほ
か、オフィスにおける水まわりの空間での新
たな価値創出を目的に参画し、活動に取り組
んできました。
昨年度は、point 0の協創活動を通じて接点
を持った、デジタル人材育成プログラム
「Tech 0」を全員で受講する活動を開始しまし
た。アプリ開発のためのITスキル習得に注力
しており、パブリックトイレでの新たな価値創
出を目指して、実証実験での活用を視野に入
れています。
洗面所の収納にまつわる悩みを解決する糸
口を見つけるため、大建工業・ライオンと「収
納ワーキング」の活動を実施するなど、協創
活動にも力を入れております。水まわり空間
に求められる価値を捉え、課題解決を目指し、
参画企業の多様性を活かした連携を進めて
いきます。

オフィスの水まわりのための
新たな価値を共創で

アサヒビール株式会社
ASAHI BREWERIES, LTD.

アサヒビールは、単体企業内だけでは気づかない
point 0コミッティ企業との共創・実証実験から得ら
れる新しい気付きを得て、開発に役立てることを目
的に参画しました。
その成果として、「飲めても飲めなくても、好きなド
リンクを手に」コミュニケーション促進する弊社提
案のスマートドリンキングの推進とその知見、IoT
化による価値創造型ビールディスペンサー開発の
共創と実証実験結果、低アルコールを含む飲料が
コミュニケーションなどに与える影響分析の共創と
その知見、他にもオフィス向け低アルコールビール
（カフェクラフト）の評価、共創開発したエコタンブ
ラー等の受容性調査など数多くのアイデアを得ら
れました。
今後も、point 0で多くの気付きを得て事業に展開
できるよう、ビールディスペンサー機器開発、美味し
さに与える物理的・心的要因調査、新規中味の評
価に加え、共創から生まれる価値創出の活用促進・
情報発信の場としても積極的にpoint 0を活用して
いきたいと考えています。

飲み物をめぐる共創をこれからも
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TOA株式会社
TOA Corporation

当社は、経営ビジョン2030「Dr.Sound-社会の音を
良くするプロフェッショナル集団-になる」の実現に
向けた取り組みの一環として、音と効果の相関性を
実証して提示する「音のみえる化」を進めています。
ワークシーンやワークプレイスにおける問題と音と
の相関性を明らかにするために、point 0で「音の
みえる化」を実践する様々な実証実験を行いました。
そして、そこで得たデータの活用や参画企業各社
との共創活動を通じて、アイデアの仮説検証と事業
化を推進してきました。活動の成果の一つとして、
2023年4月には音環境コンサルティングサービス
を提供する株式会社otonohaを新規事業として設
立しました。
今後も、オフィスを始め、あらゆる空間において、ユ
ーザーの体験価値を向上させるような、音による課
題解決を実現していきます。そのために、point 0の
空間の問題解決や価値向上を実現するソリューシ
ョン開発を進めるとともに、音のみえる化に取り組
み、知見を深めていきます。

数々の実証実験・共創から、よい音体験を
通してビジネスを支援する新会社を設立

株式会社丹青社
TANSEISHA CO., Ltd.

ウェルビーイングやサステナブルなど社会が
抱える課題に注目し、自社が培ってきた空間
づくり・デザインのノウハウと、各社が持つAI、
データなどのデジタル技術や高い専門性を
掛け合わせ、新しい「こころを動かす」体験を
生む可能性を模索しています。
コロナ禍を経てより重要になった組織・企業
内ナレッジの活用とコミュニケーションの促
進のため、マイクロソフトとともに実証実験を
重ね、AIとデザインを活用したナレッジマネジ
メントツール「saguroot」をローンチしました。
また、point 0 marunouchiの会議室をCO2排
出量の少ない内装材などを用いて改装し、サ
ステナブルへの関心をさらに喚起する「カー
ボン・オフセットルーム」としてリニューアルし
ました。
他にも、オフィスにおいて心理的効果をもた
らすアートの種類や、配置の手法検討などに
も取り組んでいます。今後も協業を通じ、これ
からの時代の「こころを動かす」体験・空間の
創造に挑戦してまいります。

「こころを動かす」体験と空間をつくる

日本たばこ産業株式会社
Japan Tobacco Inc.

日本たばこ産業株式会社（JT）は、「未来のオ
フィス空間に適した分煙環境やリフレッシュ
スペースに関する検証・共創」を目指し、2021
年4月にpoint 0 committeeに参画いたしま
した。参画以降、複数回の実証実験を実施し、
なかには当社グループ企業を巻き込んだも
のもございます。
加えて、株式会社point0との連携のもと喫煙
環境を整備したサテライトオフィスの展開に
も携わらせていただきました。
po in t  0  commi t t eeへの参画により、
committee企業各社との関係深化はもちろ
んのこと、多くの素晴らしい出会いや発見が
あり、当社グループ全体に対しても良い還元
ができているものと認識しております。
今後は、オフィス空間に関する検証・共創の
更なる推進に加え、参画企業各社との連携や
“point 0”というエコシステムを活用し、オフィ
ス空間にとどまらず様々な課題解決・協創/
共創にチャレンジしたいと考えております。

吸う人にも吸わない人にも
心地よい空間づくりを
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東京海上日動火災保険株式会社

Tokio Marine & Nichido Fire Insurance 
Co., Ltd.

2019年のpoint 0創設メンバーとして参画して以降、
コミッティ企業との協創やpoint 0利用者のストレ
ス度や集中度などセンシングデータの分析などに
取り組んできました。
蓄積してきたデータなどは、ヘルスケア分野におけ
る新たなサービスの提供や健康経営ソリューショ
ンの開発検討などにも役立てて参りたいと考えて
います。地域や従業員のWell-beingにつながる価
値の創出にも、一層取り組んでいきます。

未来に向けた
ヘルスケア領域サービスを共創

セイコーエプソン株式会社
Seiko Epson Corporation

エプソンは、参画企業との共創により、アイデアや
技術を融合させ、顧客価値・社会価値の創出を目
指して活動しています。パナソニックと共同開発した
「顔認証印刷システム」や、大建工業とのコラボレ
ーションにより商品化した「インクジェット対応吸音
パネル」など、異業種共創ならではのソリューショ
ンを生み出しています。このほか、当社バイタルセ
ンシング技術を活用した各社との実証実験も継続
的に実施しています。今後も参画企業との共創を
深め、「持続可能でこころ豊かな社会の実現」とい
う当社長期ビジョンにつながる新たな価値創造に
取組んでいきます。

共創を通じ、持続可能で
こころ豊かな社会を実現する

大建工業株式会社
DAIKEN CORPORATION

大建工業では、公共・商業建築分野を重点市
場の1つとして掲げ、先進的な取組みを進め
る参画企業と共に、point 0を起点とした共創
活動を行っています。
コロナ禍を通じて「オフィスのあり方」や「ワー
カーの働き方」は大きく変化し、オフィス市場
の新たなニーズが急速に広がっています。こ
のようなニーズに迅速かつ柔軟に対応すべく、
特に「快適な音環境」「オフィスの彩を豊かに
する内装木質化」の視点で、参画企業や大学
と連携した実証実験やアジャイル型アプロー
チによる開発プロセス、共創によるユーザー
イン型の開発手法等を導入し、「人と環境に
やさしいオフィス空間」のソリューション開発
に取り組んでいます。
今後は更に、これまでに当社が培った音の測
定技術、未利用資源や木材を有効利用する
サステナブルな技術を活かしながら、共創企
業と共に、ワーカーの“ウェルビーイングな働
き方”に、貢献できる空間ソリューションを展
開してまいります。

新たなオフィスニーズに
迅速かつ柔軟に応じる

鹿島建設株式会社
KAJIMA CORPORATION

point 0は、様々な分野の専門家とこ
こでしか出来ない実証実験を行える
場です。当社もスマートビルの取り
組みにつながる実証実験を意欲的
に実施します。具体的には、「コミュ
ニケーションの育成」をテーマとした
次 世 代 の 体 験 空 間 で あ る
『MIERUBA』や、エネルギー使用量
の評価に人の活動量を加えた新た
なベンチマーク指標など、当社が取
り組んでいるスマートビルの開発に
関連する技術・サービスの試行を行
っています。
point 0で実証実験を行う事で有益
なフィードバックが得られ、技術・サービスの
ブラッシュアップに活用できます。また、point 
0や他のコミッティ企業とのコラボレーション
も検討を進め、オープンイノベーションによる
スマートビルコンテンツの充実を図っていま
す。point 0固有のアセットやネットワークを
存分に活用し、さらなるイノベーションを創発
したいと考えています。

スマートビル開発のための
コラボレーション

Corporate_Logo_2011_CMYK
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日本マイクロソフト株式会社
Microsoft Japan Co., Ltd. 

野村不動産ホールディングス
株式会社

Nomura Real Estate Holdings, Inc.

野村不動産グループは、不動産開発や関連サービ
スの提供を通じて、お客様一人ひとりに寄り添うこ
とを大切にしてきました。2030年ビジョン「まだ見
ぬ、Life＆Time Developerへ」に向けた取組みの
一環として、point 0では新しいオフィスサービスの
企画・開発について参画企業の皆様と一緒に取り
組んで参りたいと考えております。働き方が多様化
する中、音環境に着目した取組み等を通して、より
快適で魅力的なオフィス環境の実現を目指してい
きます。

「人」を中心としたサービスにより、
お客様のQOL向上に貢献

point 0では、MicrosoftのMissionである「地球上
のすべての個人とすべての組織がより多くのこと
を達成できるようにする」ことに通じるテーマとして、
各企業様のDo more with lessの実現に向けて協
業させていただいています。
参画企業の皆様と「働き方の再定義」をしながら、
世の中に価値をもたらすソリューションをより多く
達成していきたいと考えています。今後、生成AIを
含めた最新テクノロジーをもとに「顧客接点」「ソリ
ューションの進化」「オペレーション最適化」などを
目指し、活動していく予定です。

各企業のDo more with lessの実現へ
より自由な共創を。 
5年目を迎えた
コミッティの在り方

　新たにソニーネットワークコミュニケーショ
ンズとYKK APを迎えたpoint 0。社長を務め
る石原隆広は「共創を考える幅と深さが、両方
広がりました」と2社を歓迎する。YKK APとソ
ニーネットワークコミュニケーションズの幅広
い展開事業は、共創を生む新しいアイデアの
源泉になるからだ。副社長の菅波紀宏もポジ
ティブな影響を口にする。「組織にとって健全
な新しい刺激をもらえていますね」。
　菅波と共に副社長を務める豊澄幸太郎は4
年をこう振り返る。「コミッティに足りていない
分野やノウハウもわかってきました」。IT分野
はそうした領域で、ソニーネットワークコミュニ
ケーションズの参画でこの補完が期待される。
「point 0が共創を先へ進めてきたからこそわ
かるようになってきた」と豊澄は語る。
　事業化に乗り出し、その枠組みを定めるな
かでコミッティに期待することとは。菅波は「フ
レームに乗らなくてもいい自発性」と話す。
「再編したばかりですが、ワーキンググループ
を新たに立ち上げてもよくて」。石原もこれに
うなずく。「事業の枠組みで成果を出しながら、
それ以外では好きに共創してもらいたい。そ
んな発想で今後も人を集めたいです」。
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「実行によって明日を変える」
事業化に舵を切ったpoint0の決意
point 0 marunouchiの開設から4年目を迎えたpoint0は、コロナ禍を乗り越え、
事業の拡大に本格的に舵を切った。多様なジャンルのプロフェッショナルが集うpoint0が
事業化に踏み切った背景とこれからにかける思いとは。
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ʔϓϯɻେؒۀاʹΑΔΦʔϓϯΠϊ
ϕʔγϣϯ͕ελʔτ͠ ·͠ ͨɻ
ɹ৔ॴ͕Ͱ͖ͨ ͱ͜Ͱɺʮຊؾͷۀا
૑ʯͱ͍͏͜ڠؒ ͱ͕ΑΓ͸ͬ Γ͖ϝο
ηʔδͱ͠ ͯ఻ΘΔΑ͏ ʹͳΓɺ։ઃ

石原隆広（point0 代表取締役 社長）＝文

͔Β�೥଍ΒͣͰझࢍʹࢫಉ௖͘ࢀ
ըۀا਺͸��ࣾ·Ͱ૿͑·͠ ͨɻҰ
ํͰࢲΛච಄ʹΦʔϓϯΠϊϕʔγϣ
ϯ΍ίϛϡχςΟӡӦΛ͠ ͨ ͱ͕͜ͳ͍
ਓ͕ؒ͜ͷϓϩδΣΫτΛਪਐ͍ͯ͠
Δ͜ͱ΋͋Γɺ౰࣌͸ʮͲ͏΍ͬͯڠ
૑͍ͯ͠ ͷ͘ ʁ͔ʯͱϧʔϧ΍࢓૊Έ
ͮ Γ͔͘Βߟ Δ͑೔ʑͰͨ͠ɻ
ɹগͣͭ͠ϧʔϧ΋੔͑ͭͭ͋ͬͨ
����೥ɺಥ೗ͱ͠ ͯίϩφՒͱͳΓɺ
ϦΞϧͰ͸ࢥ Α͏͏ ʹू·Δ͜ ͱ͕Ͱ͖
ͳ ͳ͘Γ·ͨ͠ɻίϩφલ͸ฏۉ���
ɺίϩφ͕ؒ࣌ࡏઃ଺ࢪͨͬͩؒ࣌
ՒͰ͸ؒ࣌���·Ͱݮগ͠·͠ ͨɻ
ɹڠ૑׆ಈͦͷ΋ͷʹେ͖͘ ো͕ࢧ
ग़ͨҰํͰɺίϩφՒΛ͖ͬ ͔͚ʹɺ
QPJOU�͕ۀࣄԽʹ଩Λ੾Δ͖ ͔͚ͬ
ͱͳͬͨιϩϫʔΫ༻αςϥΠτΦϑΟ
εαʔϏεʰQPJOU��� TBUFMMJUFʱߏ
૝্ཱ͕͕ͪΓɺࡕٸࡕਆෆಈ༷࢈
Λ�TUύʔτφʔͱ͠ ͯɺ����೥�݄
ʹҰ߸ళͱ͠ ͯʰࡕٸࡕਆ0/4ઍ
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ཬதԝʱ͕։ઃɻਖ਼ࣜʹαʔϏε͕
ελʔτ͠ ·͠ ͨɻ
ɹ͜ͷग़དྷࣄ͸QPJOU�ͷڠ૑׆ಈ
ʹӨڹΛ༩͑·͠ ͨɻ౰࣌͸ʮQPJOU�
͸͋ ·͘Ͱ࣮ূ࣮ݧΛ͏ߦձࣾʯͱ͍
͏ҙ͕ࣝڧ ɺ͘QPJOU�Ͱ͜ͳ͢ۀ຿
͕૿͖͑ͯͯ΋ɺΞϧόΠτ΍ۀ຿ҕ
ୗɺ෭ۀਓࡐͰͳΜͱ͔৐Γ੾͍ͬͯ
Δঢ়گͰͨ͠ɻͦΜͳͳ͔ɺ࣮ࡍʹ
͜͏ߦΛۀࣄ ͱͰۀࣄύʔτφʔ༷͕
͍ͯɺͦͷઌʹར༻͍͓ͨͩ͘ ٬༷
͕͍Δͱ͍͏͜ ͱ͕ʮͦΜͳத్൒୺
ͳঢ়ଶͰਐΊ͍ͯͬͯ͸μϝ ʂͩʯͱ
ձࣾQPJOU�ͱࣜ͠ג ͯɺࣾһΛޏ༻
͠ɺ֦ۀࣄେ͍ͯ͘͜͠ ͱΛܾҙͤ͞
ͯ͘ ΕΔ͖ ͔͚ͬͱͳΓ·͠ ͨɻ
ɹ݁Ռͱ͠ ͯɺۀࣄԽʹ଩Λ੾ͬͨ͜
ͱ͸ΦʔϓϯΠϊϕʔγϣϯͱ͍͏؍఺
͔Β΋େ ͳ͖ϝϦοτΛੜΈग़͠·͠ ͨɻ
ཧ༝͸େ͖͘ ఺̐ Γ͋·͢ɻ
ɹҰͭ໨͸ʮڠ૑׆ಈͷΞ΢τϓοτ
ͷ͔͕ͨͪͰ͖ͨ ͱ͜ʯͰ͢ɻͦΕ·
Ͱ͸QPJOU���NBSVOPVDIJͰ͠ূݕɺ
ͦͷ݁ՌΛ֤͕ࣾؼͪ࣋ΓɺͦΕͧ
Ε͕ۀࣄԽ͢Δ͜ͱΛ೦಄ʹڠ૑׆
ಈΛ͍ͯͬߦ·͠ ͨɻ͔࣮͠͠ࡍʹ΍
ͬͯΈΔͱɺ࣮ূ࣮ݧͷ݁Ռ͸Α͘ ͯ
΋ൢച࣮੷͕ͳ͍ͱۀࣄԽͰ͖ͳ͍
ʢʹҙܾࢥఆͰ ͳ͖͍ʣέʔε͕ଟ͍
ͱ͜ʹ͕ͭؾ ·͖͠ ͨɻ͜Ε͸໪ମͳ
͍ͱ͡ײɺQPJOU���TBUFMMJUF΍ࡢ೥౓
຤͔Βελʔτ͠ ͨQPJOU���*OOPWBUJPO�
-PVOHFɺ8&--ೝূऔಘࢧԉαʔ
Ϗεͱ͍ͬͨɺQPJOU�͕αʔϏεఏ
ͷ੡ۀاըࢀɺͦͷͳ͔Ͱ͍ߦΛڙ
඼΍αʔϏεΛαʔϏεఏ࣌ڙʹ߹
ΘͤͯൢചͰ Δ͖εΩʔϜΛͭ Γ͘·͠
ͨɻQPJOU��ͱ͠ ͯ͸্هαʔϏεΛ
௨֦ͯ͡ۀࣄେΛ࣮͠ݱɺࢀըۀا
͸طଘ੡඼ͷൢചʹՃ͑ɺ৽੡඼΍
͢ڙԽલͷ੡඼ɾαʔϏεΛఏۀࣄ
Δ͜ ͱͰ࣮੷ͮ Γ͘Λ͜͏ߦ ͱ͕Մೳʹ
ͳΓ·͠ ͨɻ

�ɹೋͭ໨͸ʮαʔϏεఏऀڙͱ͠ ͯ
ӡӦऀͷ੠ɺར༻ऀͷ੠Λࢀըۀا
ʹ଎΍͔ʹؐݩͰ Δ͖͜ ͱʯͰ͢ɻ࣮
QPJOU�͕͞·͟·ͳ͔ͨͪͰαʹࡍ
ʔϏεΛఏ͢ڙΔ͜ ͱͰɺαʔϏεӡ
Ӧऀͱ͠ ͯͷϊ΢ϋ΢ɾχʔζ͕஝ੵ
͍͖ͯ͠·͢ɻಉ࣌ʹར༻ऀ༷͔Β
ͷ੠΋௚઀ಧ͘ͷͰɺαʔϏεӡӦ
ऀɺར༻ऀ૒ํͷ੠Λࢀըۀاʹϑ
ΟʔυόοΫ͢Δ͜ ͱ͕ՄೳʹͳΓ·͢ɻ
͜ΕʹΑΓɺࢀըۀاʹͱͬ ͯ΋αʔ
Ϗε։ൃ΍ۀࣄԽͷॿ͚ΛಘΔ͜ͱ
͕Ͱ Δ͖Α͏ ʹͳΓ·͠ ͨɻ
ɹͭࡾ໨͸ʮۀࣄԽΛ͜͏ߦ ͱͰ֤
ࣾͷؔ܎ਓ૿͕ޱ Δ͑͜ ͱʯͰ͢ɻ
௨ৗͷڠ૑׆ಈͰ͸ͦ͜ʹؔΘΔਓ
͔ͦ͠ͷ৔ʹू·Βͣɺͳ͔ͳ͔ؔ
ࣄΜɻҰํɺͤ·͖͍ͯ͑૿͕ऀ܎
৔؂ಜɺݱ৬ɺۀԽ͢Δͱ֤ࣾͷӦۀ
͟·Λ͸͡Ίͱ͢Δɺ͞ऀ޻ࢪ ·ͳ෦
ॺͷํͱͭͳ͕ΔΑ͏ ʹͳΓɺ֤ࣾͷ
ͳ͔ͰQPJOU�ͷ͜ͱΛ஌Δਓͷઈର
਺͕૿͍͑ͯ ·͖͢ɻQPJOU�Ͱͷڠ
૑׆ಈͦͷ΋ͷʹؔΘ͍ͬͯΔਓؒ
͸૯੎Ͱ΋��໊΄ͲͰ͕͢ɺۀࣄԽ
Λͨͬߦ ͱ͜ͰɺڪΒ͘ ΂͢ۀاըࢀ
ͯͰ�
���໊Λ௒ Δ͑ํ͕Կ͔ Β͠ͷ
ঢ়ଶͰؔΘΔΑ͏ ʹͳ͍ͬͯ·͢ɻ͜
Ε͸֤ࣾͷͳ͔ͰQPJOU�ͷೝ஌౓Λ
Ί͍ͯ͘͜ߴ ͱɺࣾ಺ʹຯํΛ૿΍͢
ͱ͍͏఺Ͱ͸ඇৗʹେ ͳ͖ϝϦοτΛੜ
Μͩͱ͍ͯ͡ײ·͢ɻ
ɹ࢛ͭ໨͸ʮڠ૑׆ಈͷܧଓੑ΁ͷ
ಈ͸ɺ׆ڀݚಈ΍׆૑ڠ༩ʯͰ͢ɻد
େମ໿̏೥Ͱ֤ࣾͷͳ͔Ͱ੒Ռͷ༗
ແΛٻΊΔ੠͕େ͖͘ ͳΓ·͢ɻͦ͜
ͰQPJOU�Λ௨֤ͯࣾ͡ͷ͕ݙߩۀࣄ
Ͱ͖ͯ ͍Δͱɺ͠ ͔ͬΓͱച্ ΋ʹݙߩ
͠ͳ͕Β৽͍͠औΓ૊Έʹ΋νϟϨϯ
δͰ͖͍ͯΔɺͱ͍͏ཧ૝తͳ͔ͨͪ
Ͱࣾ಺ʹର͠ ΋ͯઆ໌͕Ͱ ·͖͢ɻͲ
͏͠ ͯ΋͓ۚΛ͏࢖ଆʹճΔ͜ͱ͕ଟ
ۀࣄಈʹ͓͍ͯɺ͖ͪΜͱ׆૑ڠ͍

Λ͍ͯ͠Δͱ͍͏͜ݙߩ ͱ͸ɺܧଓ͠
ಈʹऔΓ૊Ή͏͑Ͱ͸ຊ౰׆૑ڠͯ
ʹେ੾ͳ ͱͩ͜ͱ͍ࢥ·͢ɻͦͷͨΊ
ͷઆ໌ࡐྉ͕QPJOU�ͷͳ͔ͰੜΈ
ग़͍ͤͯΔͱ͍͏ͷ͸େ ͳ͖Ձ஋ͩͱ
ɻ͢·͍ͯ͡ײ
ɹ͍·ͱͳͬͯ͸ۀࣄԽ͍ͯ͠ͳ͔ͬ
ͨQPJOU�͕૝૾Ͱ͖ͳ͍ఔɺେ͖ͳ
มԽΛ΋ͨ Β͠ ·͠ ͨɻ࣍ͷҰ೥͸͜Ε
Λ͞ Βʹൃలͤ͞ΔҰ೥ʹ͠ ͍ͯ ·͖͢ɻ
ʮ࣮ߦʹΑͬͯ໌೔Λม͑Δʯɻଟذ
ʹΘͨΔ෼໺ͷϓϩϑΣογϣφϧ͕
ू͏QPJOU�͔ͩΒͦ͜ൃشͰ Δ͖Ձ
஋͕͋ΔɻͦͷՄೳੑΛ৴͡ɺͨࢲ
ͪ͸௅ઓΛଓ͚ͯ·͍Γ·͢ɻ
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代表取締役 社長　石原 隆広
取締役 副社長　豊澄 幸太郎／菅波 紀宏
取締役　稲畑 伸一郎／田中 洋平／長谷川 修／牧 利一／操野 文孝／浅野 裕亮
監査役　岩瀬 隆史／眞田 弘行

2019年2月7日

6億2,370万円(資本準備金含む) ※2023年7月現在

ダイキン工業株式会社／株式会社オカムラ／パナソニック株式会社
ライオン株式会社／TOTO株式会社／株式会社MYCITY／TOA株式会社
アサヒビール株式会社／株式会社丹青社／日本たばこ産業株式会社
大建工業株式会社／YKK AP株式会社

会社名

所在地

役員構成

設立日

資本金

株主

https://www.point0.co.jp/
https://www.point0.work/

support@point0satellite.work

（ point 0 marunouchi ）
〒100-0005 東京都千代田区丸の内 2-5-1 丸の内2丁目ビル 4F

URL

MAIL

ADDRESS

2023年9月28日発行

株式会社point0
長谷川 修（オカムラ・point0）
豊澄 幸太郎（パナソニック・point0）、沼田美和子（パナソニック）、髙原一生（オカムラ）、
宇高沙織（オカムラ）、長尾樹（オカムラ）
ディレクター／エディター　鈴木麻里絵、江連旭（Forbes JAPAN Brand Studio）
エディター　今井裕隆
執筆　廣澤哲司（2-7p、12-19p）、神﨑恭子（20-22p）
作品提供　大矢真梨子（1p） 、Getty Images：DuKai photographer（表2右）
撮影　 大中啓(表2左、8-15p、21p)、永禮賢(表紙)、若原瑞昌(2-7p、22p、38-39p、 

44-45p、48-49p)
イラスト　MUTI（27p）
デザイン　fairground
企画プロデュース　石原瑠衣子、中村かつみ （Forbes JAPAN Business Design）
TOPPAN株式会社

発行
編集長
企画

制作

印刷・製本

point  0 annual report 2022-2023

読後アンケートに是非ご協力ください。
https://forms.gle/YT38sjhJM36NERkw7



2023年7月、約3年ぶりの集合写真が実現。
マスクを外して人が集う日 と々ともに、オフィスにも活気が戻ってきた。
事業化に舵を切り、新たな展開に挑むpoint 0はこれからさらに結束力を高めていく。
異なる領域から集まった一人ひとりの知見とアイデアを結集させ
社会を取り巻くさまざまな課題に新たな解決策が見出されることを期待したい。

point 0 members
青山武史、秋葉裕太、秋山貴広、朝田賢治、浅野裕亮、浅村美優、荒井啓介、荒井敏和、荒川和巳、家泉宣宏、五十川英俊、石上賢、石河孝浩、石原隆広、一柳薫、伊藤貴彦、伊藤光
稲畑伸一郎、李娜泳、今井洋輔、岩佐幸介、岩田友香、岩本涼、上原のどか、宇賀道子、宇京咲子、宇高沙織、梅田映匡、浦元菜緒子、江連舞果、海老原拓真、海老原裕子
及川千穂、大川瑶子、大久保玲亮、大下直樹、大塚優希、大橋英子、大橋巧弥、岡澤光央、小笠原武文、岡山功、小久江佑香、奥川太志、尾崎駿介、小田村慈英、小原伸彦、貝柄学
梶山雄輝、嘉瀬遥、加藤奈々、加藤成宏、鎌田学、神谷学、加茂紀征、栢野旭代、茅野壮志、川島歩、河住昌和、川名明彦、川野辺晏実、川村祥太郎、河村徹、木添博仁、喜村康弘
工藤綾佳、國近京輔、久樂英範、倉部泰宏、操野文孝、栗林誉、栗原健敏、黒田真朗、桑山明希、元田済、上妻志的、河野直、河野雄太、郡大輝、小島亮平、児玉雄三、後藤祐樹
小花光広、小林正博、小林章浩、小林絵美、小林史子、小林舞帆、駒井諒子、駒倉昌和、小松一格、財前恵、坂井一隆、笹瑞生、佐藤毅、佐藤龍也、佐藤知美、佐藤政宏、澤田一輝
篠原大輝、芝崎利彦、柴田隆弘、嶋田桂、清水淳一、志村大、下垣裕一、下谷由紀、定作沙紀、菅波紀宏、杉元康浩、鈴木景太郎、鈴木連成、関慧起、̇関本泰章、平真優、高井諒
髙桑健一、髙﨑真実、高澤良輔、高田智治、高野枝里子、髙野多加恵、髙野浩司、高橋俊介、髙橋誠、髙原一生、多久仁清、竹内志織、竹内優維、竹澤志保、竹本悠平、立元通仁
立川智穂、田中雄大、田中洋平、都築規泰、鄭イ、時久航一、富永範子、冨野義孝、豊澄幸太郎、長尾樹、中島浩二、中谷卓也、中田昌宏、中村徹、中村きらら、那須隆博、鍋島阿子
成田沙也香、名雪慎也、西野亮介、沼田美和子、野ツ俣恵介、埜中靖夫、野村一樹、箱田秀孝、硲美友、長谷川修、塙駿平、浜田晃太郎、濱田隼斗、浜田真宏、浜野拓微、濵福俊成
濱村航明、早石育央、原愛子、原薗総一、菱川真吾、平山喬弘、平山知子、福富久記、藤田恵亮、藤田雄三、船渡まなみ、本丹由佳、前川博輝、前川未有、前田耕造、槇永昌弘
牧利一、俣野祐美、町田怜子、松久保裕廉、松本健一、松本孝広、松本悠衣、満智遠、三浦洋平、水野有稀、三井英男、美濃島健人、三舩達雄、宮谷知久、森駿介、柳沼桃子
柳田拓哉、山口俊太郎、山﨑亮太、山下純、山下悠輔、山本宗典、吉井ちよ、吉岡絵里、吉岡克昌、吉田真司、吉田清一郎、米岡晋之介、脇光博紀、渡辺憲厳、渡部由香、渡来なつみ
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